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צ' 
ES‏ 
最高 ラン ク の 対 魔力 スキ ル を 有する 。‏ 
事実 上 、 現 代 の 魔術 師 に 傷付け られ る こと は な い 。‏ 


x x - 1 zur Er s 
RTE Ne | 
自ら に 有利 な 陣地 で ある [TEI を 作成 する スキ ル 。 


neuen k Be 
AR lassi 

魔力 を 帯び た 器具 を 作成 する 。 

道 滑 は 特に 式 神 の 作成 を 得 逆 と し て いる 。 


AA x - 一 
4 
:סט‎ A A. E A 
二 柱 の 神霊 を 取り 込む に あたり 、 本 来 持ち 得 な い 神 核 を 有する に 至っ た 。 
神 性 スキ ル を 含 お 複合 スキ ル 。 E 
IN レク っ mr ーー = AA ーー = = 
| 英夫 複合 体 で ある こと を 示す スキ ル 。 
| N | チェ ル ノ ボ ー グ 、 イ ツ パ パロ トル 、 悪 圭 左 府 、 三 体 の 神 零 及び 悪 土 の 力 を 道満 は 取り 込ん で いる 。 
1 3 א‎ 


快楽 主義 EX 

人 類 社会 の 在り 方 を 高らか に 障 笑 し 、 世 に 遍 く 人 々 の ささ や か な 営み を 朗らか に 中 鐵 し 、 愛 を 弄 び 、 情 を 操り 、 命 と 尊 
y REBURSTMNNEBEBEOBEZ, מ‎ EBEN. 

W 苦痛 さえ も 快楽 と する 道満 の 在り 方 は 、 或いは ヒト の 超越 か 。 


A 


(EK TEKN 
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スキ ル 「 破 壊 工 作 ] が 進化 し た も の 。 
大 逆 の 太陽 を 上 戴 く ア ルター エゴ 席 屋 道満 は 、 そ の 指先 で あら ゆる 社会 を 破壊 は し め る 。 


、 で も 蘇っ て 暗躍 する 。 | 
RE EAST LUTO 「 生 活 続 命 法 (し ょ うか つじ ょ くみ ょ う の ほ う )」 ス キル 、 生 命 の 復活 を 成し遂げ る 秘 
術 、 お よび スラ ヴ の 黒き 神 チ ェ ル ノボ ー グ の 力 が 合わ さっ た スキ ル 。 

生活 続 命 法 は 伯 道 上 人 の 秘術 で あり 、「 安 倍 晴明 物語 ] で は 安倍 晴明 が 使用 し た も の だ が 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 薦 屋 道 
満 は これ を 密か に 修め 、 ね じ 曲 げた 。 自己 の すべ て を 悪性 情報 へ と 変換 し 、 自 分 自身 を 情報 体 と し て コピ ー る 増殖 し 続 
ける こと で 、 実質 的 な 不死 を も た ら す 邪 法 と し た の で ある 。 


Hom: 
MBSR RST, MB, A, Ail, 等 々 の 超常 の 技 を 示す スキ ル 。 n 
METROALE LT. RESRRLIO BANDA し 仙 術 の 奥義 さえ を も 修め る の だ と 道満 本 人 は 還 う が 、 詳細 不明 
(疑似 思想 鍵 紋 を 以 て 思想 器 の 特権 領域 に 接続 、 仙 術 の 奥義 を 行使 する 、 と の こと だ が …… 実 の と ころ 道満 は 積極 的 に こ 
れ を 用 いな い 模 様 ) 。 


イツ パパ ロト ル に まつ わる 能力 。 

対象 の 力 を 奪い 、 著 し く 衰 弱 さ せる 。 

魔術 、 呪 術 に 対す る カウ ンタ ー ス キル と し て 英吉 ・ 六 屋 道満 が 本 来 所 持 し て いた 「 物 忌 破り 」 と の 複合 スキ ル で も あり 、 
神秘 に よる 強化 や 加護 を も 無効 化 さ せる 。 

([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


きょう らん ど と う ・ あ くり ょ うさ め 。 
時 の 権力 者 ・ 藤 原 道長 を 呪 角 せん と し て 仕掛 けた 、 都 市 その も の を 殺す に 等 し い 驚 天 動 地 な る 大 呪術 の 再現 。 成し遂げ 
られ れ ば 都 は た ち ま ち 荒 れ 果 て 、 人 々 を 不幸 が 舞 い 、 僚 死者 が 往来 を 埋め 尽く す 事 と な る だ ろう 。 当然 、 権 力 者 も 滅び 
去る 。 


宝 具 と し て の 呪 衣 行 使 に お た り 、 ア ルター エゴ と し て の 道満 と 融合 し た 左大臣 ・ 藤 原 顕 光 の 公 吉 悪 吉 左 府 ] を 一 時 的 に 
召喚 。 これ に よっ て 、 術 の 成功 確率 を きわ め て 大 幅 に 上 昇 さ せ て いる 。 


最後 に 空 を 覆う 暗黒 の 太陽 は 、 道 満 の 仙 慢 と 悪性 の 具現 で あり 、 ア ルター エゴ の 要素 と し て 取り 込ん だ 闇 の 神 イツ パパ 
ロト ル 神 、 黒 き 神 チェ ル ノ ボ ー グ の 仮想 複合 顕現 で も ある 。 


MECOMBEGIS, SMA TES S [E A] の 明確 な 敵対 者 で ある 。 
五行 に 深く 触れ 、 自然 (神々) さえ も 時 に 操る 超越 者 と し て 振る 舞い 、 小 さき も の 、 備 きも の 、 日 々 を つつ まし く 暮 ら す 
RETNTEMES. 

ADIR. 155 | 0 CINES. 

(な の で 女 武蔵 か ら は 蛇 骨 の 如く 嫌 わ れる ) 

クラ ス ・ ア ルター エゴ と し て の 現 界 で ある た め 、 過 去 に 実在 し た 薦 屋 道満 の 人 物 像 その も の で は な く 、 一 側面 が カリ カ 
チュ ア 化 し た 存在 に な っ て いる と 思わ れる 。 が 、 キ ャ スタ ー 紫 式 部 の 語る と ころ で は 、 過 去 の 道満 も 相当 の 妖 人 ・ 怪 人 


聖杯 へ の 願い を 決し て 彼 は 語ら な い 。 

マス ター に 尋ね られ て も 、 嬉 し そう に 怪し く 微 笑 お ば か り で ある 。 

忘れ て は な ら な い 。 光 さす 場所 に 立 と うと も 、 世 界 を 守る た め に 戦う 仲間 こと な ろう と も 、 改 心 せ ず 、 そ の 邪悪 ぐ を 揺 る 
が さめ ぬ 者 も 世に は 在 る と いう 事 を 。 


素晴らし い 。 そ の 無念 、 そ の 息 み 、 FIC, 素晴らし いも の で す ぞ ] 
[ 撮 僧 は 遇 ぶっ て お り ま する ] 
「 ご 案じ め さ る な 。 買 暴 は 殺し ませ ぬ 。 MES ETUDE LET, 生か さ ず 殺 さ ず 、 四 十 九 日 問 は お も うさ ま 愛 し て 差し 上 げ る ] 


[はい] 


瞳 は 磨 か れ た 黒曜石 の 如く あり 、 


類 に は 常に 、 完璧 な まで の 残酷 な 微笑 み が 浮か ぶ 。 
素手 で あっ て も 敵対 者 を 容易 に 引き 裂く 、 凄 絶 の 肉体 。 
見 る 者 に 美 し さ さえ 感じ させ る 、 

人 の か た ち を し た 妖獣 一 一 


平安 期 の 法師 陰陽 師 。 
道 摩 法師 、 僧 人 道満 と も 呼ば れる 。 
平安 最強 の 術 者 で ある 安倍 晴明 の 向こう を 張っ た 怪人 。 


H 


ARETSRÜETIETSS, BREUTAZEL, 

自ら の 死滅 を 以 て 世 の 平安 を 導く が ゆえ 反 英 雄 と し て 分 類 さ れる 。 

時 の 権力 者 た る 藤原 道長 を 呪 衣 で 害し た と も 語ら れる 。 

政府 機関 で ある 陰陽 寮 に 属す る 安倍 晴明 と は 異な り 、 攻 屋 道満 は 僧 籍 に あっ て 、 あ る 意味 で は 在野 ] の 存在 だ っ た 。 
当初 は 互い に 協力 関係 に めった よう だ が …… い つの 頃 か ら か 道満 は 陰陽 寮 お よび 晴明 の 存在 を 敵視 する よう に な り 、 事 
ある 毎 に 争っ た 。 神秘 を 色濃く 残し た 平安 日 本 に 於 いて 、 術 を きわ め た 両者 の 激突 は 凄まじ いも の で あっ た だ ろう 。 


また 、 伝 説 の エピ ソー ド を 真 に 受け れ ば 、 道 満 は 数 度 の 死 を 迎え て いる 。 
本 作 で は 、 伯 道上 人 の 秘術 を 我 が 物 と し た 薦 屋 道満 は 、 生 前 既に 疑似 的 な 不死 を 体得 し て いた の だ ーー 一 と する 。 


o 


PIVI-LO «RBS, DO CHE LIA EBEN TIERSFETHS. (言動 は 、 京 を 追放 され た 後 
の 道満 の それ に よく 似 て いる らし い ) 

アル ター エゴ と し て 成立 する に あたり 、 彼 は 自ら の 霊 基 に 三 体 の 神霊 お よび 作 霊 を 組み 込み 、 ハ イ ・ サ ー ヴ ァ ン ト と 化 
し た 。 


取り 込ん だ 神霊 及び 悪霊 は 以下 の 通り 。 

一 体 目 、 ア ステ カ 神 話 の 女神 イツ パパ ロト ル 。 
二 体 目 、 ス ラヴ 神話 の 悪 神 チ ェ ル ノボ ー グ 。 
三 体 目 、 平 安 日 本 の 候 寺 BEAN]. 


以上 の 三 体 と 融合 し 、 ハ イ ・ サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 強大 な 力 を 得 た 彼 は 「 キ ャ スタ ー・ リ ン ボ ] を 名 乗り 、「 異 星 の 神 ] 
の た め に 働く …… 
か の よう に 見 えた の だ が ……? 


o 


ANFTPICABRENEPVI—IT MES. CH 「 異 星 の 神 ] の し も べ と し て 活動 し 、 カ ル デ ア と た び た び 敵対 し 
た 事実 を 一 切 覚え て いな い 一 一 と いう 素振り を 見 せる 。 

生前 に は 有り 得 ざる 多様 な 力 を 有 し た アル ター エゴ と し て 召喚 され た の は 如何 な る 理由 か 、「 さ て も 見 当 が つか な い ] と 
宣 う の で ある 。 


彼 は 、 間 違い な く カ ル デ ア と 敵対 し た アル ター エゴ ・ リ ン ボ 、 己 を 暗黒 の 太陽 と し て 輝 か さ ん と し た 道満 と し て の 記録 
を 有 し て 、 カ ル デ ア に 召喚 され た の で ある 。 

果たし て それ は 、 カ ル デ ア が 縁 を 結ん で し まっ た が 故 の 事故 めい た 偶然 か 、 力 で あわ れ ば その 出所 を 問わ な い 汎 人 類 史 の 
選択 か h、 そ れ と も 或いは 、 ア ルター エゴ ・ 薦 屋 道満 が 「 そ の よう に あれ ] と 望ん だ の か (な お 、 英霊 が 望ん だ と し て 、 召 
喚 ・ 現 界 に 如何 な る 影響 が 及ぼ され る か の 検証 は 為 さ れ て いな い ) 。 


ORENIRCEBAIT 

ERORBARD [++ 29— - JARI と し て 特異 点 (実態 と し て は 異聞 帯 と 化し か ける こと に な っ た ) 下総 に 顕 れ 、 
カル デア の マス ター や 女 武蔵 を 苦し め た 。 

aos BRAC ל‎ AO ARMA els io th 


〇 イン ド 異 聞 帯 大 西洋 異聞 帯 に て 

下総 で の 戦い で 砕 か れ た 霊 基 は あく まで 式 神 だ っ た 。 

Y 悪性 情報 と 化し た 自己 を 式 神 と し て 次 々 と 増殖 させ 、 

| RIC BE OBLYHEC LTHCORME CRT BE, スカ ンジ ナビ ア ・ ペ ペロ ンチ ー ノ の 行使 する 神通 力 に よっ 
て 式 神 増 殖 の 力 を 失う 。 


OHA BREE CT 

残し て いた [本体 | で の 活動 を 余儀 な くさ れ た 彼 は 、 中 古 期日 本 ・ 平 安 京 に 特異 点 を 作成 。 

新た な 「 異 星 の 神 ] 一 一 一 新た な クラ ス ・ ビ ー ス ト の 座 へ の 昇華 を 試み る も 、「 人 類 愛 な き 羅 章 に 獣 の 資格 な し (by 安倍 
晴明 ) | と し て 完全 な ビー スト へ 至る こと は な か っ た 。 

その 後 は 自ら 空想 樹 と 合体 。 羅 利 王 ・ 身 角 選 帽子 薫 屋 道満 を 名 乗り 、 地 獄 異聞 帯 の 成立 が た め に カル デア の マス ター 一 
ESO 


CHARACTER Profile 


〇 因縁 キャ ラ 
安倍 晴明 
75H. 晴明 、 晴 明 、 晴 明 ! 

彼 奴 こそ 、 我 が 運命 の 男 に 相違 な し 。 
玉藻 の 前 

舌 英 に 縁 深 き 女 。 それ 以上 で も 以下 で も な し 。 
本 当 で す ぞ ? 
コ ヤ ン スカ ヤ 
ו‎ EL 
ו‎ < < っ 
E e US A 

RIC, RIC. 27500600 

PANO MN GNIS, 如何 に 心地 良 か ろ うか ーー 一 

風魔 小太郎 

同上 。 

宮本 武蔵 

= お や 。 あ れ は 、 ど こ へ 消え た の で し ょ う ね ? 

成る 程 。 

本 懐 遂げ て 、 至 っ た か 。 

源 頼光 

よもや 、 影 と な っ て も 消え ぬ 業 と は …… 

哀れ な も の で す 。 

HA 

は は あ 、 そう 来 まし た か 。 

抽 僧 と し て は 此 方 の 方 が 親しみ 易く は あり ます が 。 

AR AEE WE REA 

よもや 仙 術 を 行使 し て お られ る ? 

興味 深い 。 か く 云 う 抽 僧 も 、 実 は …… ン 、 コ ホン 。 い えい ずれ また 。 
紫式部 

晴明 め の 弟 子 。 

な ん と 哀れ な …… そ の 修行 の さま 、 想 像 する だ に お ぞ ま し い …… 
何 ? 

本 人 は そん な 感じ で は な い ? 

は あ 。 左 様 で すか 。 

清少納言 

は っ は っ は 。 

抽 僧 の 衣 を 剥が そう と し な いで いた だ きた い の で す が 。 

鬼 一 法眼 

また 、 懐 か し い 顔 を 見 る も の だ 。‏ ל 

し か し あれ 、 正 確 に は 死後 の 影 で は あり ます まい ? 

ん ん ん 。 ス カサ バハ 殿 と 似 た 経緯 か ? 


に 似 た 女 。 


ま 、 そ うい っ た 例外 の 霊 基 は 何 騎 か 見 ます が ーー 一 は ? 自分 を さ し お いて ? 何 の 話 で すか な 。 


は は は 。 


] N 


) 
に 


| 


| /< 


X 
p 
te i 
+8 
y 
“qu 
w 


f 


未 使用 デザ イン 
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武内 さん か らい た だ いた [和風 ビ ピエロ] と いう キー ワー ド か ら ア イデ ィ ア が 広がり 、 一 気 に 描 を キ 上 げ ま し た 。 陰陽 道 と い 
5, 平安 時 代 に お ける 最新 の 学問 を お さめ な が ら も 原始 的 な 暴力 性 を そなえ て いる と ころ 、 野 の 獣 の よう で あり な が ら 、 
人 々 の 勿 持 を 噂 笑う こと が で きる ほど ヒト の 暮らし に 関わ り 理解 し て いる と ころ な ど 、 と て も 複雑 な 人 物 だ な と 感じ ま 
し た 。 こ の 印象 と 「 人 の 形 を し た 美しい 獣 ] と いう 設定 と が 合わ さっ た 結果 、 最 初 に 浮か ん だ イメ ー ジ が 「 ス フィ ンク 
Al で し た の で 、 首 か ら 上 は 文明 に よっ て 育ま れ た 人 間 の 美 し さ 、 首 か ら 下 は 獣 と し て の 人 間 の 美 し さ を 狙っ て 継ぎ 接 
ざし まし た 。 着物 を 半分 脱い で いる の は 衣装 に よる 二 面 性 と 、 顔 と 体格 の ギャ ッ プ を 強調 する た め 、 物 理 攻 撃 も 強い で 
す よ と いう 感じ を 出す た めで す 。 悪役 の 一 人 と し て 、 主 人 公 の 前 に 立ち ふさ が る 姿 が 絵 に な り 、 覧 れ た 姿 が 華 に な る よ 
うな 造形 を 目指 し まし た 。 ( 古 海 鐘 一 ) 


676 sis な ね ふも 
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と いう 説 が ある 。 
水 の 脅 威 か ら 身 を 守り 、 同 時 に 水 を 最 撫 する 。 


京 は 一 条 戻 橋 で の 逸話 が スキ ル と し て 昇華 され た も の 。 

人 を 凌 窟 する 身体 能力 を 持つ 鬼 種 に 対し 、 何 の 反応 も させ ず に 腕 を 切断 し た 、 
剣士 と し て の 技量 の 一 つの 到達 点 。 

攻撃 の 起こ り を 不可 視 と し 、 あ ら ゆ る 回 避 を 不可 能 と する 。 


これ を 基点 と し て 攻撃 を 組み 立て て いく た め 、 初 手 は 高 確率 で 先手 を 取っ て くる 。 
後 の 先 も 何のその 。 


お お え や ま ・ ぼ だ いき さ つ 。 

魔性 、 中 で も 鬼 殺 し に 特 化し た 一 緊 。 

渡辺 網 は 決し て 魔術 師 な ど で は な か っ た が 、 こ と 鬼 に 対し て の み 、 九 字 切 りな ど で 自 身 へ の 暗示 を か け 、 
一 撃 で 絶 条 する こと が 可能 に な っ た 。 

頼光 や 金 時 と は 違う 、 人 と し て の 技量 で 為 し た 鬼 殺 し 。 

魔性 の モノ に 特攻 、 更 に 鬼 種 へ の 特攻 が 付与 され る 。 


お に きり や ゃ すっ な 


お に きり や す つ な 。 

元 は 頼光 か ら 預 か っ た 源氏 重 代 の 名 剣 、 以 前 の 名 は 馴 切 。 

鈴鹿 御前 と の 戦い に 使用 され た と も 。 

茨木 童子 の 腕 を 切 新 し た 後 し ば らく し て 、 解 切 か ら 鬼 切 へ と 改名 し た 。 

対 魔 ・ 対 鬼 へ の 特攻 を 持つ 。 

半 か ら 抜 か れ た だ け で 、 鬼 種 は 無 条 件 に ラン ク B 以 上 の 重圧 を 感じ る と いう 。 
[FateGO] で は 基本 的 に 通常 武器 と し て し か 使用 され な い 。 


加 あな た / お まえ 


〇 性 格 

頼光 四天王 の トッ プ に 相応 し い 人 格 者 。 

や や 無口 で は ある が 社交 性 は あり 、 冷 静 沈着 な 鬼 条 し と し て その 名 を 馳せ た 。 
私 生活 、 と いう も の が 第 三 者 に は 起 像 で き な い ほど の 淡々 と し た 仕事 ぶり 。 
周囲 で は な く 、 そ の 物腰 や 態度 に よっ て 彼 を 心から 信頼 し た 。 


〇 マス ター へ の 態度 
頼光 四天王 で あっ た 名 残 か ら か 、 基 本 的 に は マス ター を 弟妹 の よう に 扱っ て いる 。 
無口 で は ある が 、 ど こ か 情愛 を 感じ させ る 態度 。 


そし て また 、 マ スタ ー が 茨木 の よう な 鬼 と 契約 し て いる 場合 、 綱 は マス ター を 心から 末 敬 する 。 
それ は 平安 時 代 の 自分 が 、 ど うし て も 成 し 得 お な か っ た こと だ か ら だ 。 


〇 台詞 例 

[抜い て し まえ ば 、 後 は 斬る だ け だ な 。 

eal 問題 は な い 」 

「 俺 か ら す れ ば 、 鬼 や 魔性 より 人 を 斬る 方 が よほど 難し いと 思う の だ が …… あ まり 賛同 し て くれ る 人 間 は いな いな 。 
金 時 で すら 「 何 言 ッ て ん だ この 人 ] っ て 感じ の 顔 で 見 て いた か ら な ……」 

「 あ れ を 斬る の は 、 俺 の 役割 だ ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
平安 中 期 に 活躍 し た 武士 。 


OlFateGO! に お ける 人 物 像 
伝説 は 変遷 する 。 ね じ ま が る 。 順 序 と て 入れ 替わる 。 


そう いう も の だ 。 


頼光 四天王 の 筆頭 、 渡 辺 網 に と っ て 移 種 と は 殺す モノ で あり 、 
そこ に 慈悲 や 憐 問 と いっ た も の は 持ち 合わ せ て いな か っ た 。 
な ぜ な ら 、 彼 ら 彼 女 ら は 人 を 舞い 、 人 を 撮 い 、 人 を 喰う か ら だ 。 
人 を 守護 する 武士 と し て 、 網 は その 剣 を 振る い に 振る っ た 。 


正義 、 そ う 呼 べ る モノ な の だ ろう 。 


頼光 に 取り 立て られ 、 四 天王 筆頭 を 名 乗り 、 兄 の よう に 自分 を 慕っ て くれ る 者 も 増え た 。 


心 は 砂 の よう に 湯 き 。 MSNOASICMBEENS. 

ROWISEE LCEOB, > יכו כ‎ IRA BRED. 
MEROS TAI, BEREDT EIRENE. 

た だ 、 魔 性 を 殺す こと を 己 の 義務 と し た 。 

Bee, Mees 

その 斬 撃 に 、 憎 悪 の 潤 り が 生じ た の は いつ の 頃 だ っ た か 。 

終わ り の 始ま り は 、 いつ だ っ た ? 


遠い 昔 に 憧れ た 彼女 が 、 幸福 に 生き る は ず だ っ た 彼女 が 、 
無惨 な 死に 様 で 見 つか っ た 時 だ っ た か 。 


茨木 。 


出会い は 必然 だ っ た 。 鬼 を 集め 、 頭 領 を 名 乗っ た と ある 史 。 

名 を 茨木 童子 。 一 条 戻 橋 に て 、 腕 を 切り 落と し た 網 の 下 へ 茨木 は や っ て くる と 
安倍 晴明 は 予言 し た 。 

待ち 受け る 網 の 下 へ 、 確か に 茨木 童子 は や っ て きた 。 

彼女 の 姿 を 真似 て 、 腕 を 求め た 。 


ーーー そ の 、 顔 は 。 


その 一 肢 の 驚 憎 を 突い て 、 茨 木 莉子 は 腕 を 礁 い 返し た 。 

歓喜 する 少女 と 、 網 の 目線 が 絡 お 。 

遠い 日 の 憧 慢 と 、 鬼 種 に 対す る 憎悪 と 、 そ の 姿 を 見 て で 噂 され て いた すべ て が 結び つい た 。 
[持っ て いく が いい 、 茨 木 ] 


ーーー あ の 人 が 、 こ の 鬼 を 育て て し まっ た の か 。 


「 次 は 必ず 殺す 」 
だ が 、 そ う 碧 っ て も 我 知 ら ず 網 の 刻 は 濁っ た 。 頼光 に 叱 られ て 剣 技 の 浪 え は 取り 戻し た も の の 、 心 は 置き 去り だ っ た 。 


ーー 一 鬼 の 悪 は 、 ど こ に ある 。 


鬼 は 悪い 、 彼 女 も 悪い 、 鬼 と 人 の 境界 を ぬら りら り と 歩く 茨木 草子 も 悪い 。 
それ を 鬼 に 戻 そ うと し た 酒 呑 董 子 も 悪い 。 そ し て 多分 、 俺 も 悪い の だ ろう 。 
だ が 別 の 生き 方 な ど 、 あ る は ず も な い 。 

彼女 た ち は そ う あ る べき だ か ら そ うす る だ け で 、 だ か ら こ そ 殺 さ ね ば な ら ぬ 。 
大 江山 の 決戦 に て 、 綱 は 鬼 切 安 網 を 振る っ て 鬼 を 斬っ た 。 
茨木 童子 の 部 下 を 、 仲 間 を 、 斬 っ て 斬っ て 斬り 続け た 。 


遠い 未来 、 剣 喝 と 呼ば れる 存在 が 歴史 上 に 現れ る が 、 
この 日 この 山 に 現れ た 渡辺 網 は 、 鬼 で は な く 修 羅 で あっ た と され る 。 


そし て 、 最 後に 
茨木 童子 と 渡辺 網 は 対 財 し た 。 

茨木 を 網 は 斬る こと が で きた の か 。 殺 せ た の か 。 

ある い は 後 の 世 に 伝え られ て いる 通り 、 こ の 後 で 腕 を 取り 返す 騒動 が 起き た の か 。 
(「 前 太平 記 | 「 平 家 物 語 ] に お いて は 大 江山 で の 決戦 の 後 、 

茨木 童子 が 腕 を 取り 返す 騒動 が 起き た 、 と 記録 され て いる ) 


綱 は 決し て それ に つい て 語ら な い 。 


[ 鳴 呼 一 一 この 瞬間 は 、 い つも 気分 が 悪い ] 


ORR REP SCT 

召喚 され る サー ヴァ ント が すべ て キャ スタ ー で ある 聖杯 戦争 に お いて 、 
メデ ィ ア ・ リ リィ を 召喚 。 

彼女 の 支援 を 受け て 戦い に 臨ん だ 。 

頼光 四天王 の 内 、 確 井 貞光 と ト 部 季 武 を 撃破 。 

(な お 、 二 人 は 特に 死亡 し た 訳 で は な い ) 


その 後 、 金 時 と カル デア の マス ター と の 戦闘 で 敗北 し 、 聖 杯 を 断念 。 
以後 は 協力 者 と な る 。 


聖杯 に 託し た 願い は 、 憧 れ た 女性 の 蘇生 。 
身勝手 な 願い だ と 理解 は し て いた の だ が 、 そ れ で も 。 
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〇 通常 武器 
RUZ 
eed か つて 頼光 か ら 預 か っ た 宝刀 。 


茨木 董 子 の 腕 を 斬っ た 、 屈 指 の 名 剣 。 


ree 憧れ た 女性 の 面影 を 残す 鬼 。 

それ こ ぞ 董 子 の よう に は し ゃ ぐ 様 を 見 る こと が で き て 、 感 人 無量 。 
その 一 方 、 彼 女 が 鬼 で ある 以上 は いつ か 斬ら ね ば な ら ぬ の だ ろう 、 
と 自身 が 薄 水 に 立っ て いる こと を 理解 し て いる 。 

源 頼光 


パー サー カー と は いえ 、 そ の 理性 と 知性 に 揺らぎ は な い 、 と 信頼 し て いる 。 _ 
た だ 、 マ スタ ー と 金 時 の こと に な る と 凄く アレ な の で 、 右 か ら 左 へ 受け 流す 術 を 会 得 し た 。 
坂田 金 時 

現代 の 知識 が 彼 の 衣服 が 不良 と 呼ば れる 存在 で ある こと を 教え て くれ る 。Shock。 
酒 吞 童子 

Ba BENDENTRÄETICHURTIE. その 一 方 、 鬼 に 成り 果て な けれ ば 、 
早晩 、 人 間 世 界 に 磨り 潰さ れ た で あろ うこ と も 理解 し て いる 。 
心中 、 な ん と も 複雑 。 

風魔 小太郎 / 巴 御前 な ど 

鬼 で あろ う 、 と する な ら は 斬る 

鬼 で は な い 、 と する な ら ば 斬ら な い 。 

単純 な 理屈 で ある 。 

メデ ィ ア ・ リ リィ 

カル デア に 召喚 され た 網 に 、 地 狼 界 星 陀 吉 平 安 京 の 記憶 は な い 。 

と は いえ 、 事 情 は 理解 し て いる 。 

AP YBBR US ON. 

イア ソン 

後日 、 

「 お 願い だ か ら 装 きつ ける の を 止め て くれ よ な マ ジ で | J 

と 苦情 が 届い た 。 相 思 相 愛 だ と 思っ て いた の で 解せ ぬ 。 

[相思 相愛 で す よ ?] な る ほど 。 
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AUUR‏ ב 
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渡辺 綱 。 当 然 日 本 の 偉人 で は あり ます が 、 指定 と し て 頂い た 性 格 と 当時 の 私 個人 の ブー ム 的 に マッ シュ ヘア が 描き た か 
つた の で 髪型 か ら ス ター ト し て デザ イン を 広げ て いき まし た 。 服 装 の パー ツ 自 体 は 平安 時 代 の オー ソ ド ッ クス お な 物 を 参 
考 に し た の で 髪型 た の ミス マッ チ が アク セン ト に 働い た の で は な いか と 思い ます 。 ( 左 ) 
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セイ バー 1997 E sie 
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7 Ad 
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事実 上 、 現 代 の 魔術 師 に 傷付け られ る こと は な い 。 


騎乗 : B+ 
大 抵 の 乗り 物 を 乗り こなす こと が 可能 。 

幻想 種 に つい て は 乗り こなす こと が で き な い は ず だ が 、 

気 が 合っ た 相手 で あれ ば 例外 的 に 騎乗 可能 。 


—— 


生ま れ な が ら の 竜 種 で ある こと を 示す スキ ル 。 
八 岐大 巡 の 子 と し て の 側面 が 強く 頭 れ た 吉 基 を 備え た 伊吹 章子 は 、 
規格 外 の ラン ク を 有する 。 


== 


蛇 神 の 神 核 :A 
神 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル 。 

伝承 で は 人 と の 混血 で ある た め 、 神 核 を 持ち 得る の は 難し い は ず だ が …… 
八 岐大 蛇 の 子 (HE) = と し て 成立 する 伊吹 童子 は 、 例外 的 に 本 スキ ル を 高 ラ ンク で 有する 。 

も し も 鬼 と し て 零落 し た な ら ば 、 本 スキ ル は 失わ れ 、 低 ラン ク の 神 性 スキ ル と し て 置き 換わる だ ろう 。 


6 A 攻撃 系 スキ ル と し て 分 類 さ れる が 、 死霊 、 魔 獣 、 零 落し た 神々 な ど を 対象 と し た 非 戦闘 時 の 会 話 に 際 し て も プラ ス 効 果 


Ls 
> 


LE 


"NY A N 


ae 
伊吹 童子 は 本 スキ ル を 高 ラ ンク で 所 有 し て いる 。 


八 岐大 蛇 が 有する 神 と し て の 側面 の ひと つ 、 洪 水神 と し て の 性 質 が 受け 継が れ た も の 。 
強烈 な 攻撃 性 を 伴っ た 不変 の 肉体 が め ら ゆる も の を 破壊 する 。 


純粋 件 の 喪失 、 名 堂 の 欠落 、 そ し て 死 。 
伊吹 董 子 の 指先 が 触れ た も の は 不浄 で の り 、 神 前 や 人 の 前 に 在 る こと を 許さ れ な い 。 


を 得る 。 


ELA 


gl A+ 


し ん けん ・ く さなぎ の た ち 。 שי‎ een 
A OS o XCM 


を 退治 し た と いう 。 

この 怪物 こそ 八 岐大 蛇 、 八 頭 八 尾 を 有 し た 赤 眼 の 怪 一 一 一 
八 つ の 谷 と 話 に わた る 超大 さ を 誇る 、 BAGH. 

日 本 最大 の 災害 竜 で あっ た 。 


FBI COA ( 竜 ) を 打ち 倒し 、 そ の 尾 か ら 一 振り の 神 侯 を 得 た 。 
剣 の 名 は 草 那 芸 之 大 刀 。 

PIBE. FEEN BEUZIT. 

の ち に 熱田 神宮 に 奉納 され 、 三 種 の 神器 の ひと つと し て 定め られ た と いう 。 


伊吹 董 子 は 、 父 た る 八 岐大 蛇 が 身 の 神 に 有 し て いた この 神剣 を 宝 具 と し て 操る 。 
真名 解放 の 一 斬 た る や 、 八 つの 谷 と 峯 を 切り 拓 き 、 八 つの 大 河 を 新た に 生み 出す 程 に 事 る べき も の で ある …… が 。 伊吹 
章子 日 く 、 こ れ は 神 刻 の ほん の 僅か な 輝き を 一 時 の み 借 り 受 けた も の 。 真価 は この 程度 で は すま な い 、 と の こと 。 


人 物 


BEA SELAH (時 折 ) Bu お まえ / あ な た / 〇 O (呼び 捨て ) プ つ 〇 くん プ 〇 〇 ちゃ ん 
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[神力 三 | と し て の 性 質 が 濃く 、 自 然 (世界 ) の 一 部 で ある と いう 自意識 が 強い 。 

原始 的 な 欲求 に 沿っ て 行動 する 。 

人 間 や その 文化 ・ 文 明 と 馴れ 合う 気 が ま る で な い 。 

酒精 の 深み を 知ら ず 、 人 命 の 美味 を 知ら ず 、 首 那 の 狂気 に 腕 る 享楽 を 知ら ず に いる か の よう な 顔 を し て いる が ……。 
ひと た び 欲 求 に 身 を 浸 せ ば 、 ま る で 容赦 が な い 。 

刺激 し な けれ ば 無害 だ が 、 あ る 意味 で は 酒 呑 草子 より も 危険 で ある と も 言え る 。 


ひと た O び 興味 を 抱い た 対象 に 強く 執着 する 。 

興味 の 対象 が 存在 し 続け る 限り 、 ず っ と 見 つめ て いる こと も し ば し ば 。 
大 抵 は 、 そ の 長い 指先 を 伸ばし て 、 触 れ て 、 粉 々 に 破壊 し て し まう 
う の だ が 。 


或いは 、 生 れ を も た らし て 死 へ と 導い て し ま 
自身 の 別 側面 で ある 鬼 種 に つい て は 特に 興味 を 抱き や すい 。 当 然 、 自 身 と 同様 の 存在 (龍神 の 子 ) に 対し て も 目 を 輝 か せ 
る だ ろう 。 

o 


Ha 以上 が 本 来 の 伊吹 董 子 の 性 質 で は ある が 、 
カル デア に 現 界 し た 伊吹 童子 は 何やら 様子 が 違う 。 


すっ か り 
現代 に 
か ぷれ て いる の で ある 。 


根 が 神 で ある が ゆえ 、 人 間 と 完全 に 同じ 目線 に 立つ こと は で き な い まで も 、 そ の 言動 は 「 現 代 社会 に 馴染 ん で 過ごす 英 
霊 プ 神霊 の お 姉さん ] の それ で ある 。 
人 間 が どう いっ た も の で ある か も 相当 に 学習 し た 素振り が ある 。 


マス ター を 含め 、 他 者 に 対し て 誘惑 や 挑発 まで 行っ た り も する 。 

どう や ら 何 処 か で 現代 社会 を 学ん だ か 、 同 じ よ うに 現代 社会 に 馴染 ん だ 英 露 と 出会い 、 その 記録 を カル デア 式 召喚 の 特 
殊 信 を いい こと に 無理 矢 理 に 持ち 越し て きた の で は な いか 、 と 英霊 シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ は 推 宗 を 述べ て いる が 、 事 
実 か どう か は 分 か ら な い 。 


宝 具 の 真名 解放 等 、 本 気 を 出す と 、 生 来 の 性 質 で ある 『 神 ノ カ ミ 」 と し て の 振る 舞い に 戻る よう で は ある が 、 普段 は 気楽 
に 「 へ ヘビ お 姉さん ] と し て の 自分 を 愉し ん で いる よう で ある 。 


o 


E‏ 4 \ שק 


な お 、 幼 体形 態 時 (第 一 段階 の 霊 其 ) に は 、 

「 へ ビ お 姉さん の 伊吹 ] と 「 神 カミ と し て の 伊吹 ] の 両 者 が 混ざっ た よう な 言動 を 見 せる 。 
本 人 が 「 脱 皮 し た ら 危 な い 』 と 語っ て いる の は 、 

恐らく 『 神 カミ と し て の 伊吹 ] の こと だ ろう 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

本 来 の 伊吹 童子 は 、 自 分 を 召喚 し た マス ター を さほど 特別 視 し な い 。 

人 間 を 総体 と し て 認識 し けず ぎ て いる の か も し れ な い 。 

個別 認識 が で きる よう に な れ ば 、 振る 舞い も 徐々 に 変わ っ て いく 。 

も し も 興味 を 抱か れ た な ら ば 、 喜 応 前 に 警戒 すべ きだ 。 

彼女 の 指先 は 神 の ソレ で あり 、 防毒 の 魔術 や 対 毒 スキ ル と いえ ど 防 ぎ 切 れる も の で は な い 。 


な の だ が …… 

カル デア に 現 界 し た 彼女 は 、 マ スタ ー に 対し て 親 し げ に 振る 舞っ て いる 。 

厳密 に は 、 誰 に 対し て も 親 し げ に 振る 舞う の で ある 。 

彼女 が マス ター を きち ん と 個別 認識 する に は 、 そ れ な り の 関係 を 結ぶ 必要 が ある だ ろう 。 
その 意味 で は 、 や は り 、 本 来 の 伊吹 曹 子 の 性 質 が 大 元 に ある と 見 る べき か 。 
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幼体 状態 の 伊吹 童子 は 、 本 来 の 彼女 と は うっ て か わっ て 、 マ スタ ー を 完全 に [飼育 対象 ] と し て 見 て いる 節 が ある 。 

まる で マス ター を 犬 猫 の よう に 扱う が …… 

本 物 の 犬 猫 を 飼っ た こと は な いら し い 。 

OF RRP SECT 

PIIIT + UYRTEMBAAOROF, 

道教 に 於 ける 八 将 神 に な ぞ ら えた 八 騎 召喚 の 最後 の 一 騎 「 大 歳 神 」 と し て 現 界 。( た だ し 、 将 神 の 位 と その 不死 性 を 、 伊 
REFA [不 要 | と し て 廃棄 し て いた 。 元 より 強大 な 神霊 で ある 以上 、 リ ン ボ の 用 意 し た パフ な ど は 「 類 わし いも の 」 に 
過ぎ な か っ た の だ ろう ) 

一 時 は 「 新 た な 「 異 星 の 神 ] に し て 新た な クラ ス ・ ビ ピー スト] の 依り 代 と し て 扱わ れ て いた が 、 リ ン ボ の 突然 の 心変わり 
に よっ て 、 亜 種 空想 樹 ・ 地 獄 界 曖 茶 羅 に 取り 込ま れる 。 

だ が 実は 、 空 想 樹 内 部 で 健在 で あり 
最終 決戦 時 に は 、 宝 具 ・ 草 那 芸 之 大 刀 を 摂津 式 大 具足 ・ 熊 野 を 駆る 金 時 に 貸し 与え る こと で 、 亜 種 空想 樹 の 破壊 に 一 役 
買っ た 。 


OBRPEEE—, AS 


[一 余 を 喚 ん だ な 。 

な ん ちゃ っ て 。 そ ん な に 固く な ら な いで いい わ よ 。 

そう 、 こ こ が カ ル デ ア ね 。 へ え 、 面白 そう 。 今後 と も よろ し く 、 マ スタ ー さ ん ! 」 

MEAT. SHRTSBUCLES 2) 

[呑み た く な る わぁ ……』 

「 ま 、 ま だ 脱が な いわ よ ? せっ か く 当 世 の 服 を 見 繕 っ て きた の に …… あ 。 何 ? 脱 ・ が ・ せ ・ た ・ い 、 っ て ワケ ? 


yi | 


あっ は は 。 そ うか ~] 
「 お や すみ 。 よく お 眠り ]」 


OBRPIEEE—) 

「 遊 ば うか 。 な あめ 、 な あ ?1] 

「 み の ほど 、 し ら ぬ な ?] 

「 ツ チノ コ は 寝 て 育つ の だ ぞ 、 BB] 

「 も うす こし 遊ば せよ 。 まっ た くも う …」 

FREF THB, 

マス ター と いう の は お まえ か 。 

そう か 、 そ うか 、 お まえ が そう か …… 

うん 。 死に た く な けれ ば 今 の うち 、 余 の 機嫌 を と っ て お く が よい ] 


= 
(BREE, AB) 

(BICTSARSICHEUDS. 地 に する よう に 我 に 口付け る が いい ] 

[お それ 、 ふ る えよ | pn 

「 余 こそ は 、 八 岐 が うち 一 箇 の 分 け 御霊 ( 首 ) な る 。 山 より 降り 来 た り て 災 う モノ ーー 
「 お まえ た ち に 分 か りや すく 云う な ら ば 、 そ うさ な 。 

RX, 生き とし 生け る お まえ た ちの 災い だ ] 


OME 

PREF. 

近江 伊吹 山麓 に 於 ける 「 酒 知 童 子 | の 別名 で ある 。 
天然 自然 に 有り 得 ざる 生誕 、 す な わ わ 鬼子 と し て 生 を 受け た 伊吹 董 子 は 、 山 中 に て 成長 し 、 や が て 恐る べき 超常 の 力 を 
得 た 。 

大 江山 に 移る と 、 都 に 降り て は 殺 王 と 強奪 を 愉し お 大 怪異 「 酒 呑 章子] と な っ た 


o 


伊吹 山 の 伊吹 大 明神 (一 八 岐大 蛇 ) と 人 間 の 子 で ある と 見 な す 説 、 戸 隠 山 (=A GRRE) の 申し 子 と 見 な す 説 。 
いずれ に せよ 龍神 の 子 で ある 。 

今回 の 霊 基 で は 「 伊 吹 大 明神 の 分 霊 、 八 岐大 蛇 の 子 ] と し て の 側面 が 特に 強調 され 、 

神霊 サー ヴァ ント と し て 現 界 し て いる 。 

人 で は な い 。 

鬼 で は な い 。 

神 で ある 。 


果たし て 近江 の 伝承 に ある 通り 、 鬼 子 と し て 生 を 受け た 超常 の 存在 な の か 。 
それ と も 戸隠 山 に て 生ま れ た 竜 の 御子 な の か 。 

は た また 精霊 の 発生 が 如く 、 も っ と 別 の 出生 が ある の か ーー 一 

伊吹 童子 は 口 に し な い 。 


CHARACTER Profile 


AN 1.72 ב‎ 


/ SS SS \1 


た だ 、 そ の 身 に 備え た 神 の 血 は 確か な も の で あり 、 
宝 具 と し て 振る われ る モノ も 、 ま ず 間 違い な く 八 岐大 蛇 の 尾 か ら 顕 れ た と いう 古き 伝説 に 依る も の で ある 。 
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幼体 状態 の 伊吹 童子 は 、 坂 田 金 時 と 「 過 去 に 足柄 山 で 会 っ て いた ] 模様 。 
人 の 仔 と も 鬼 の 仔 と も つか な い 怪 童 と し て 

BREED TIERRA. 

な ん と 相撲 を し て 大 勝ち し た の だ と か 。 


その 後 、 伊 吹 草子 は 消え る こと に な る 。 
死 し た 訳 で は な く 、 生 き な が ら に し て 別 の 存在 、 側 面 へ と 変化 し た の だ 。 
すなわち 大 怪異 BEET] 上 と し て の 精神 と 形態 へ 。 


言 を 繋げ た と ころ 、 

伊 吹 童子 上 酒 知 童 子 |、 一 定 或いは 不定 の 期間 ご と に 、 互 い に 入れ 替わり な が ら 存 在 し て いた よう で も ある 。 
「 今 は 我 の 番 ] 

「 次 は うち の 番 ] 

と いう 次 第 で ーー 一 


〇 因縁 キャ ラ N 
酒 吞 童子 
互い に 、 存 在 を 正確 に 認識 で き な い 。 

伊吹 童子 に と っ て 彼女 は 「 よ くわ か ら な い モ ノ 」 で し か な い 。 酒 知 董 子 か ら 見 た 伊吹 童子 も 同様 で ある 。 可 能 性 の 自分 、 
と いう 認識 さえ 持 と うと し な い 。 : 
伊吹 童子 は 「 酒 呑 童子 の 前 身 」 で は な く 、 Ł 
酒 呑 童子 は 「 伊 吹 童 子 の 後 身 」 で は な い の だ 。 

望月 千代 女 

興味 の 対象 。 伊吹 明神 の 呪 を 身 に 宿す な ら 、 親戚 の よう な も の 。( 霊 基 第 一 で は 妹 と し て 、 霊 基 第 一 第 三 で は 親戚 の 子 の 
よう に 扱う ) 

ケツ ァ ル ・ コ アト ルプ メド ゥ ー サ ゴル ゴー ンプ ヴ リト ラン ククル カン 

外 つ 国 の 蛇 神 。 

坂田 金 時 

匂い が いい 。 瞳 の 色 も いい 。 骨 も いい 。 興味 深い 。 

龍 の 気配 が する 。 

茨木 童子 / 風 魔 小 太郎 / 巴 御前 鬼女 紅葉 

鬼 。 鬼 は 山 で よく 見 掛け る モノ 。 興味 深い 。 

源 頼光 

鬼 は 鬼 で も 別物 。 興味 と いう より 、 不 審 。 何だ ろう アレ ? と いっ た 感覚 。 

ハ ベ トロ ッ ト 

כ 

ツン グー スカ で 同行 し て 以来 、 仲 良し 。 
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CHARACTER Profile 


ae 


an 
297727 
2408 > 


Tan Bucy 


Comment trom Illustrator 


まず 「 褐 色 の 龍 女 ] と いう イメ ー ジ か ら 始 め て 、TYPE-MOON さ ん と の 打ち 合わ せ で 「 身 長 3 メ ー ト ル ぐ らい あっ た ら 
お も し ろく な いで すか ?」 と 提案 し た ら 、 す ぐに OK を 頂き まし て 。 また 再臨 ご と の 形態 の 違い を 出し た か っ た の で 、 第 
再臨 は 幼体 で 、 第 一 第 三 で 成体 と いう 感じ に し て いま す 。 特に 第 二 再 臨 は 「 夕 暮れ 時 の 下町 の 商店 街 を 酒 の 着 を 探し 
て 練り 歩く 3 メー トル の お 姉さん ] と いう イメ ー ジ で デザ イン し まし た 。 別名 「 下 町 の カラ ミ テ ィ ・ レ ディ (BKWIE 
いう 自分 だ け の テー マ を 持っ て 進め て いま す 。 お 洒 大 好き な ちょ っ と だ らし な い 厄 災 神 、 可 愛 い で す 。 (EBA) 6 


= ヴ リ トラ 


| 属性 Gara ENTE 
Fa. EAC EINER. Emo Ea 


D 


ダラ スズ ギル 


sa: A 
A ラ ンク 以下 の | 2 
事実 上 、 現 人 CORDS る 魔術 で は 彼女 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 


竜 種 :A 
幻想 種 の 頂点 と も 言わ れる 竜 種 あ る こと を 示す スキ ル 。 
人 間 体 の サー ヴァ ント で ある が 、 本 質 的 に 彼女 は 意 と し て の 特性 を 持つ 。 


094 


伝承 に よっ て 細部 は 異な る が 、 イ ンド ラ は 自ら の 武器 で ある ヴァ ジュ ラ (金剛 杵 ) に よっ て ヴ リ トラ を 打ち 倒し た 

も の が 多い 。 大 きく 口 を 開け た 際 に その 中 に 撃ち 込ん で 殺し た 等 の エピ ソー ド も 存在 する 。 

この サー ヴァ ント と し て の ヴ リ トラ は 、 そ の 因果 に よっ て 自ら の 死因 で ある ヴァ ジュ ラ を 保有 する 。 

無論 「 そ の も の 」 で は な い 可 能 性 が あり 、 形 状 や 性 質 も 変化 し て いる が 、 そ れ が イン ドラ を 基点 と する も の で ある の は 変 
わら な い 。 

ヴァ ジュ ラ が 槍 の よう に 変じ た 今 の 状態 で も 、 そ れ は 神 の 武器 と し て の 強度 や 破壊 力 を 具 え て いる 。 

な ぜ あ えて 仙 の 武器 を 使っ て いる の か と いう 理由 は …… 仙 英 に 与え られ た 痛 苦 を 忘れ ぬ た めか 。 

は た また 、 そ の 槍 に て あえ て 悪事 を 為 し 、 嫌 が ら せ と し て 嗣 笑 うた めか ーー 一 


根本 的 に 神 と 対立 する 存在 で ある こと 、 そ の 不変 の 立場 と 存在 意義 を 示す スキ ル 。 
ヴ リ トラ の 別名 「 ス ラー リ 」 は 「 神 々 の 英 ] を 意味 し て いる と され る 。 


た 神 と の 闘争 を 始め る と いう 。 
に も な ぞ ら え られ る その 0 の 引 り 返し 、 不滅 性 を 示す スキ ル 。 
REBELS (千穂 を も た ら す 、 あ る い は 雲 や 山 に 閉じ 込め る ) ヴ リ トラ 」 と 「 そ れ を 電 雨 に て 解放 する イン ドラ | の 
対立 は 一 度 そ り の も の で は な く 、 遥 が 過去 か ら 繰り 返さ れ て きた も の で あり 、 ま た 、 未 来 に お いて も 永遠 に 続く 。 
それ は ある い は 自然 と 神 に 対す る 原始 の 信仰 その も の 。 
人 々 が 自然 に 対す る 曳 敬 を 神 に 込め た の と まっ た く 同 じ 強 度 を も っ て 、 ヴ リト ラ は 不滅 の 魔 と し て 君臨 する 。 


א ה — PAY‏ = : = 


= 
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ヴ リ トラ の 異称 「 ア スラ の 中 の 最上 の も の ] の 名 を 冠 し た 宝 具 。 

Em, ある い は 自分 その も の の 分 体 で ある 魔 の 軍勢 を 用 い 、 上 自ら の 存在 意義 どおり に 天地 を 覆い 対象 を 隔絶 させ る 。 

「 ヴ リト ラ は 自ら の 身体 で 水 を 山 に 閉じ 込め た ] と いう 伝承 に お ける [LUI が 「 雲 ] の こと で ある と も 解釈 され る よう に 、 + 
の 様 は 不吉 な 雲 が 世界 を 覆い 墜 つ る が ご と し 。 

ヴ リ トラ は 那 竜 で ある と 同時 に アス ラ (RR) と し て も 語ら れ て お り 、 ア スレ ー ン ドラ (アス ラ の 王 ) と の 名 も 持つ 。 

マハ ー バ パー ラ タ に お いて は 、 ヴ リト ラ に 率い られ た カー ラ ケ ー ヤ や ラク シャ ー サ な どの 魔 族 の 大 軍 に イン ドラ た ち 神 々 
が 苦し め られ た 描写 も 存在 する た め 、「 何 か を 堀 き 止め る ] 権能 だ け で な く 純 粋 な る 暴力 の 軍勢 と し て も 彼女 は これ を 行 
使 で きる 。 


〇 性 格 

嗜虐 的 で 能動 的 。 

ちょ っ か い を か ける 甲斐 の ちり そう な 獲物 を 見 つけ て は ニヤ リ と 歯 を 剥き 出 し に する 小 悪 魔 的 美女 。 
ARTI [健気 で 知 小 な 人 間 よ 、 ほ ら ほ ら 頑 張っ て みせ よ 」 と いう 上 か ら 目 線 の 玩 療 が ある 
常に 人 と は 違う [ 魔 ] の 者 の 視点 か ら 他人 を 見 て いる た め 、 浮 き 世 離れ し て いる 感 。 

た だ el お か し み を 生ん で し まう こと も ある 。 


& TRIER 

聖 本 に か ける 願い は 、 特 に な い 。 

その よう な 力 を 借り ず と も 、 人 の 世に 必要 な も の を 堀 き 止め て 楽し お こと は 自分 の 力 だ け で 可能 だ か ら で あ る 。 
あっ た ら あ っ た で リソー ス と し て 使い は する が 。 


マス ター に 対し て は 、 特 に 困難 を 与え て 楽し みた い 人 間 と し て 接する 。 

し か し クリ スマ ス の 事件 が 終わ っ て か ら は あま り 大 き な 嫌 が ら せ は し な い 。( た ま に は する …… か も ) 

や る に し て も 日 常 的 な 、 本 当 に 細か な 嫌がら せ 程 度 。 

な ぜ な ら そ も そ も マ スタ ー は 人 理 修復 (地球 漂白 の 解消 ) と いう 多大 な る 困難 に 立ち 向かっ て いる 最 中 で あり 、 ヴ リト ラ 
が 何 も し な く て も 、 その 困難 を 乗り 越え る 様 が 見 られ る か も し れ な いか ら で あ る 。 

だ か ら 今 は お 遊び 程度 に 留め て お き 、 下 手 に 大 きく 手 を 出し て 状況 を 変化 させ る こと は し な い 。 

VE 「 こ いつ は この 障害 を 乗り 越え られ る の か の う ?] と 嗜虐 的 に 見 守っ て いる 。 純粋 に 自分 の 快楽 か ら 。 


「 わ え は ヴ リ トラ じゃ 。 さて 、 わ え の よ うな 蛇 に ヒト が 何 を させ よう と いう の か ?] 

「 点 わぁ ー お …… 退 屈 う ……」 ו‎ 

「 き 、 ひ 、 ひ ! 来 た が か 、 イ ンド ラ の 子 よ ! 此 度 、 蛇 を 殺 そ うと する の は 貴様 と いう こと か の ! J 

「 イ ンド ラ に 鎧 奪わ れ し 者 よ 。 奴 が その よう な 策 を 弄 す る 神 で ある こと は 、 わ えも よ ぉ ーー っ くわ か っ て お る ぞ 。 BIC, IR 
ん で は お らん の か ? き 、 ひ 、 ひ 。 それは それ は …… 奇 遇 じゃ な 。 正直 に 言え ば 、 わ えも よ 」 

「 い や じゃ いや じゃ 、 泡 まみ れ に な ん て な り と うな い ! J 

「 く 、 臭く な い ! 水浴 び は ちゃ ん と し と る も ん !」 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

「 リ グ ・ ヴ ェ ー ダ ] 「 マ ハー バー ラ タ 」 な ど に 語ら れる 蛇 の 魔 神 、 あ る い は 邪 意 。 

その 名 は [ 障 害 | を 意味 し 、 水 を 堀 き 止め 、 干 混 な ど を 引き 起こ す 力 を 持つ と され る 。 

ヴ リ トラ を 打ち 倒し 、 そ の 水 を 解放 する の が イン ドラ 神 で ある 。 

ヴ リ トラ は 常に イン ドラ の 敵 と し て 描か れ 、 両 者 の 争い は 神話 上 、 幾度 と な く 繰り 返さ れ て いる と いう 。 


イン ドラ 神 の 別名 ヴ リ トラ ハン は 「 ヴ リト ラ を 殺す 者 ] と いう 意味 で ある 。 


GIFateGOI に お ける 人 物 像 

EREI NS. 

世界 の 井堀 た る 竜 、 世 界 を 囲 お 竜 と いう 意味 で 、 囲 ( 井 ) 界 意 と も 。 読み は そちら か ら 来 て いる 。 

[ 障 害 | の 概念 その も の が 体現 し た 神霊 で あり 音 種 。 世界 を 堀 き 止め る モノ 。 

サー ヴァ ント と し て は それ が 人 の 形 に 矯 小 化 さ れ て 現 界 し て いる 。 

イン ドラ の 策略 、 彼 に 派遣 され た 美女 ラム パー の と りこ に な っ て 死ん だ 、 と いう エピ ソー ド か ら 、 そ の ラム バー を 模 し 
て いる の か も し れ な いし 、 あ る い は 自分 が 美女 と な る こと で ]6 5 1 KIOBAGHAS< DB と いう 決意 を 表し て 
いる の か も し れ な い 。 


干 湿 を も た ら す 悪 神 と し て 語ら れる こと が 多い が 、『 科 の 巨人 | と し て 解釈 され る こと も ある 。 

厳し い 冬 の よう な 「 水 の な い ( 需 き 止め られ て いる ) 状況 ] その も の を 体現 し て いる の が ヴ リ トラ と いう 概念 で あり 、「 そ 
N FRPEREDEULHN が 破 られ 、 水 が 解放 され て 恵み の 雨 が 降る と いう 状況 1 その も の を 体現 し て いる の が 対 と な 
る 雷神 イン ドラ な の で ある 。 


ヴ リ トラ は EE] で あり 「 何 か を 堀 き 止め ]「 世 界 を 停滞 させ る も の 」 で ある 。 

この 「 何 か を 堀 き 止め る (封じ る ) 力 ] その も の を 竜 と し て の ヴ リ トラ は 行使 する 。 

世界 に その 概念 が 到達 する こと を 「 堀 き 止め る ] 結界 術 の よう な も の 。 

水 が 堀 き 止 め ら れれ ば 世界 に 水 は 現れ ず 、 干 淡 が 起き る 。 

水 な どの 絶対 必要 な 恵み を 堀 き 止め られ る こと は 、 人 間 に と っ て も ちろ ん 苦痛 で ある 。 

が 、 実 の と ころ 、 世 界 に は それ も 必要 な の で あっ た 。 

ダム の 放流 の よう に 、 春 の 芽 の 息吹 ひよ うに 、「 一 度 堀 き 止め な く て は 生ま れ な い 勢 い ] と いう も の が この 世に は ある 。 
「 堀 止め られ る 」 と いう の は 苦し い が 、 そ れ を 乗り 越え た 先 に は 何 か が 待つ 。 

[障害 を 乗り 越え た 先 に は 必ず 進化 が 待つ 」『 進 化 の た め の 必 要 悪 で ある 障害 ] が 、 実は 彼女 が 本 当 に 司 っ つて いる も の 。 
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彼女 は 人 間 た ちや 神々 が …… あ る い は 世界 その も の が 、 自分 の 用 意 し た ( 堀 き 止め た ) 苦難 や 障害 を 乗り 越え 成長 する 様 
を 見 る の を 何より の 愉し み と し て いる 。 

慈愛 で は な い 、 一 方 的 な (まさ に 人 外 じ みた ) 上 か ら 目 線 で の 悦楽 を 感じ る の だ 。 

だ か ら 手 加減 は し な い 。 遠慮 も し な い 。 

絶対 的 な 悪 と す ら 見 える 障害 を 用 意 す る が 、 そ れ は 別に 他 者 に 絶滅 し て 欲し いか ら で は な い 。 

より 萌 い 未来 、 よ り 豆 い 世 界 、 よ り 豆 い 人 類 が 見 た い だ け 。 

| つまり は 世界 に 対す る ド S な の で ある 。 厳し すぎ る 世界 トレ ー ナ ー に し て 観客 。 

| | 人 間 の 強 さ を 「 悪 側 か ら ] 信 じ て い る と いう こと 。 

と は いえ 本 当 に 世界 が 終わ っ て し まう と 洒落 に な ら な い の で 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て は 、 そ の 遊び 場 を 護る た め に 召喚 に 
応じ て くれ る 。 


ガネーシャ も も と は 障害 神 だ が 、 今 は 信仰 の 結果 、 大 部 分 が [障害 を 除去 する 福の神 」 の 性 質 に な っ て いる 。 
ヴ リ トラ は そう で は な く 、 あ くま で も スト イッ ク に 「 障 害 を 発生 させ る ]」 の が メイ ン 。 

そこ に 甘え は な い 。 慈悲 も な い 。 2 

ヒト や 世界 が それ を 乗り 越え る 様 を 、 成 長 す る 姿 を 見 て 、 自 分 が 我 値 に 愉し みた い だ け で ある 。 


た だ 
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通常 武器 
ヴァ ジュ ラ 
EROR + 
〇 因縁 キャ ラ 


イン ドラ 

永遠 の 好 英 手 。 好き と か 嫌い と か で は な く 、 遊び 甲斐 の ある 玩 員 、 みた いな も の 。 
楽し い 様 を 見 せ て くれ て いる と き は ニヤ ニヤ と 眺め 、 そ う で な いと き は 舌打ち する 。 
アル ジュ ナ 

イン ドラ の 子 と 聞い て 興味 が わく 。 

カル ナ 

イン ドラ の 子 の ライ バル 、 イ ンド ラ に 色々 嫌がら せ を され た と 聞い て 興味 が わく 。 
カー マ 

イン ドラ の 命 で シヴァ に 矢 を 射 ち に 行っ て 死ん だ 。 

嫌がら せ ヴ ァ ジ ュ ラ 持ち 仲間 。 

エリ ザ ベ ー ト 

親近 感 が わく 竜 の 娘 。 

ほほ う 、 芸 事 を 嗜 ん で お る と な ? わ え に も 聞か せ て みる が よい ぞ ? 

竜 殺し 系 サー ヴァ ント h 
恐れ よ は し な い 。 や れる も の な ら や っ て みる が いい 、 と いう 余裕 で ニヤ ニヤ と 接する 。 7 
今生 に お ける 、 ス リル ある 玩具 の よう な 意味 合い 。 : 
マル タン ケツ ァ ル ・ コ アト ル な ど \ 


特定 の 騎乗 スキ ル に より 竜 種 を 乗り こなせ る 存在 だ け は 少し 警戒 し て いる 。 
誰か を 玩具 に する の は いい が 、 人 間 に 玩 具 に され る の は 気 に 食 わな い 。 
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Fates Grand Order material 


CHARACTER Profile 
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UN DEF I (定か で は な い ) と いう こと だ っ た の で 基本 的 に は 美しく 、 それ で いて 第 一 自‏ כ המ 
階 で は ヴ リ トラ と し て の 特徴 で ある 口元 を 隠し て ミス テリ アス に し まし た 。 口 開か な けれ ば めっちゃ 美人 ! みた いな 笑 。‏ 
気に入っ て いる ポイ ント は 表情 で す 。 自然 を 元 に し た 邪 竜 と いう こと で し た の で 、 表情 が 素直 に 出る よう に 描き まし た 。‏ 
動か すこ と で より 魅力 的 に な る よう に デザ イン し た つも り で す 。 実際 シナ リオ に 登場 する と 想像 以上 に の ぴの び 自 由 に‏ 
動い て いて 可愛 か っ た で すね 。 (La-na)‏ 


DWF (YI) 


セイ バー ERA as 9) 
EG 2+ EX ※ 光 の サン タク ロー ス - ロ ー ド イン ド 
| 属性 秩序 | 178cm [EXA 65kg 


Eds הצע‎ eax Galo Ec EA 


設定 作成 : 水 瀬 葉月 グ キ ャ ラク ター デザ イン :pako 


CV : 遊佐 浩二 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ スス キル 


対 魔力 :A 

A ラ ンク 以下 の 魔術 を 無効 化す る 。 
事実 上 、 現 代 の 魔術 師 が 発動 する 魔術 で は 彼 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 
セイ パー クラ ス の 恩恵 、 あ る い は サン タク ロー ス の 加護 で ラン サー 時 より も ラン ク が 向上 し て いる 。 


ボク シン グ ス タ イ ル を 獲得 し た こと に より 、 セ イ パ ー ク ラス で あり な が ら 駒 乗 ス キル は 失わ れ て いる 。 。 
サン タ な の に カル ナ は ソリ に は 乗ら な い 。 ボ フ サー た る も の 、 黙っ て 徒歩 (ロード ワ ー ク ) で ある 。 


神 性 :A 
太陽 神 ス ー リ ヤ の 息子 さあ る こと は サン タ と な っ て も 変わ ら な い 。 

「 サ ンタ と は 子供 た ちの 太陽 。 お し ろ ス ー リ ヤ こ そ サ ンタ と 言え る だ ろう ] 
食堂 で 淡々 と 語る サン タ 。 

その 後ろ る で カレ ー を 食べ て いた アル ジュ ナ は 終始 「?」 顔 で ある 。 
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4 
E 
一 撃 で 敵 を KO で きる 必殺 の 拳 を 持つ 。 


CHARACTER Profile 


/ 保有 Act Ib 


ットワーク と サン タ が 組み 合わ さっ た 驚異 の スキ ル 。 
サン タカ ルナ の 戦闘 スタ イル の 基礎 と な る も の 。 
ボク フシ ング に お ける 足 運 び 、 ス テッ プ の 技術 を 示す スキ ル 。 
状況 に 応じ た 適切 な 問 合 い 管 理 、 敵 の 僅か な 隙 も 見 逃さ な い 高速 踏み 込み 、 足 拘 き に よる 攻撃 回 避 に 加え 、 溶 岩 地帯 や 
豪雪 地帯 な ど 、 ど の よう な 危険 な 場所 に いる 相手 に も 徒歩 で プレ ゼン ト を 確実 に 届け る サン タク ロー ス と し て の 歩み を 
可能 と する 。 


し か し それ は 戦闘 力 の 低下 を 意味 し な い 。 

武芸 百 般 に 通じ て いた 師 ・ ド ロー ナ に 鍛え られ た 彼 に と っ て は 、 徒 手 空 挙 で の 戦闘 も 慣れ た も の 。 

むし ろ ア ル ジ ュ ナ や アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン ら と 共に 武 の 研 鑑 を 積ん で いた 過去 の 想起 が 新鮮 な 感覚 を 生み 、 槍 の 重 さ を 
引い た 以上 に 身体 を 軽く し て いる 。 

繰り 出さ れる その パン チ の 最高 速度 は 光速 を 超え 、 

相対 し た も の は 関 光 の よう な 拳 の 軌跡 の み を 目 に する …… か も し れ な い 。 

それ は 迷い な き 剣 関 に も 似 て 、 す な わ ち 彼 の 拳 は まさ し く 抜 き 身 の 刃 の 如 し 。 

[故に こそ 、 今 の オレ は セイ パー な の だ ろう 」 

食堂 で 朗々 と 語る サン タ 。 

その 後ろ で チキ ン を 食べ て いた アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン は 終始 「?」 顔 で ある 。 


普段 か ら 他 者 に 請 わ れれ ば 気 前 よく 何 か を 与え て きた 英雄 に 、 サ ンタ パワ ー が 詰まっ た 謎 の プレ ゼン ト 袋 が 装備 され た 
な ら ば も う 怖 いも の は な い 。 普段 か ら あ まり 怖い も の は な い が 。 
「 聖 者 の 贈り 物 1 の 類似 スキ ル で も ある 。 
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グ ・ ア ルカ プ ト ラ 。 
サン タカ ルナ が 繰り 出す 、 勝 利 の た め の フ ィ ニ ッシュ コン ビ ネ ー シ ョ ン 。 
第 二 宝 具 と は 対照 的 に 、 こ ちら は 自ら 動い て 決め に いく と き に 使う 必殺 パン チ の 組み 立て で ある 。 
素早 い ウ ィ ー ビ ング で 的 を 絞ら せな いよ うに し た 後 、 一 気 に ス テッ プイ ン し 左右 の フッ ク を 連打 、 さ ら に 左 ジ ャ プ の 二 
連 撃 か ら 右 ス トレ ー ト 、 最 後に アッ パー で 敵 を 吹き 飛ば す 。 
これ ら の 拳 に は 無論 の こと サン タ パ ワー と スー リヤ の 息子 と し て の 力 が 手加減 な く 込 め ら れ て お り 、 特 に 最後 の 打ち 上 
げ ア ッ パ ー の 際 に は その 余剰 エネ ルギー が 光 翼 、 ハ イロ ゥ と な っ て 神々 し く 表 出 する 。 こ の コン ビ ネ ー シ ョ ン の 威力 は 
超 銀河 的 で あり 、 喰 ら っ た 者 は 陣 石 に 撃ち 抜か れ た よう な 衝撃 と 共に マッ ト に 倒れ 伏 す と いう 。 


「 ア ルカ プ ト ラ 」 と は カル ナ の 別名 で 、「 太 陽 の 子 ] を 意味 する 。 


グラ ハラ ー ジ ャ ・ サ ンタ クロ ス 


グラ ハラ ー ジ ャ ・ サ ンタ クロ ス 。 

この カル ナ が フィ ニッ シュ ブロー と し て 編み 出し た 、 一 撃 必殺 の フロ スカ ウン ター パン チ 。 

サン タ に な っ た 途 端 に ボ フ シン グ ス タ イ ル に 開眼 し た こと に 加え 、 ボ フシ ング に は クロ スカ ウン ター と いう 必殺 パン チ 
が ある こと を 知っ た カル ナ が 、 な ぜ か 「 サ ンタ の 必殺 プロ ー は クロ スカ ウン ター で あり 、 だ か ら こ そ サ ンタ クロ ー ス と 
いう 名 で ある に 違い な い ] と いう 結論 に 至っ た た め 生み 出さ れ た 。 

この 技 を 目 で 捉え る の は 不可 能 。 

敵 の 攻撃 に 完璧 に 合わ せ て 放 た れる 拳 は 、 太 陽 の 煙 め きじ みた 一 条 の 軌跡 を 描い て ビー ム の よう に 敵 の アゴ を 撃ち 抜く 。 
その 様 は 星 の 聖 侯 の 斬 撃 に も 似 て 、 す な わ ち これ は 必 林 拳 で あり 必殺 剣 な の で ある 。 


プラ ハラ ー ジ ャ と は [BEDE] の 意味 で 、 太 陽 神 スー リヤ の 別名 で ある 。 


% 
| % 
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〇 性 格 


普段 の カル ナ と 基本 的 に は 変わ ら な い 。 

が 、 素手 の スタ イル と な っ た こと で 修業 時 代 の こと を 思い 出し 、 若 干 な が ら IMPBROMR, ZOMRER LORE 
ち 」 が 増し て いる 。 

[イン ドラ の 槍 も な く 、 た だ 挙 を 握り 、 殴 り 合 う 。 ア シュ ヴァ ッ タ ー マ ン ら と た だ 拳 を 交え て いた あの 時 代 を 思い 出す な 
שי‎ 」 と いう こと 。 Rn 
より きつ い 修行 を 求め よう と し 、 自 分 の HERD FEWALCRRTD), HREOMWERTS. 4 


普段 と 変わ ら な いよ うに も 思え る が 、 あ る 意味 で は 「 若 い ] 精神 性 で ある と も 言え る 。 
いつ も の クー ル さ は 維持 し な が ら も 、 そ の まま 少年 マン ガ の 主人 公 の よう な 「 熱 | を 感じ る よう な 言動 を する こと も 。 
「 強 く な る た め な ら ば 猛烈 に 最善 を 尽く す 感 | が ワン ポイ ント アッ プ し て いる 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 

聖杯 に か ける 願い は 特に な い 。 

し いて 言う な ら サ ンタ の 役目 を (せっ か く な の で 拳闘 術 を 鍛え な が ら ) 無事 に 果たし た いと いう の が 願い 。 
マス ター に 対し て は 、 ク リス マス と いう も の に 詳し い ア ドバイ ザー の よう な も の と し て 接する 。 

自分 に 常識 が な い の は 自覚 し て いる の で 頼り に し て いる 。 


〇 台詞 例 
「 オ レ が サン タ か 。 予想 は し て いな か っ た が 、 選 ば れ た の な ら ば 全力 を 尽く そう 」 
「 蝶 の よう に 舞い 一 一 一 蜂 の よ うに 刺す ! ……: 素晴らし い 格言 だ 。 素晴らし い 格 言 だ ] 


「 オ レ よ り 強 い ヤ ツ に 会 い に 行き た い が 、 サ ンタ の 仕事 が ある の で 失礼 する ] 
「 こ の 拳 が 今 の オレ の 剣 だ 。 だ が 、 そ ちら が 合わ せる 必要 は な い 。 好き な 得 物 を 使う が いい ] 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 
カル ナ が 様々 な 事情 に よっ て サン タ 化 し た 存在 。 


誰 も が 「 プ レ ゼ ント が 欲し い 」 と 願う 、 一 年 に 一 度 の フリ スマ ス 。 

その 願い を 一 身 に 引き 受け る 存在 こそ が サン タク ロー ス で あり 、 そ れ に 応え られ る 力 を 自分 が 持っ て いる こと に 気付 い 
て し まっ た の な ら ば 、 も ちろ ん 彼 は その 役割 を 担う こと を 踏 路 い は し な い 。 

「 サ ンタ さん 、 プ レ ゼ ント を くだ さい ] と いう 子供 た ちの 願い に 対し 、 ご く ご く 自 然 に 「 そ うか 。 な ら ば 与え よう ] と 返し 、 
過 不 足 な くそ の 願い を 叶え て くれ る タイ プ の サン タク ロー ス 。 

クー ル で 愛想 は な い が 、 け っ し て 冷た いわ け で は な い 。 優 し さ が 伝わり に くい だ け で ある 。 


ある 意味 スト イッ ク な 、 気負い も な く 楽 し お わけ で も な く 、 サ ンタ の 役割 を 完璧 に 果たす サン タ 。 


だ が サン タ の 仕事 を や り 終え た フリ スマ ス の 終わ り 間 際 に は 、 子供 た ち に 満面 の 笑み で 「 あ り が と う | | と 言わ れ 、 
Pe BB] 「 ど うし た っ ス か ?] 「 わ か らん 。 わか らん が 、 い つも と は 何 か が 違う 気 が する ] 

と 、 普 段 の 施し と は 違う 温か さ を 感じ た りす る の か も し れ な い 。 

「 そ うい う モ ン っ す よ 。 だ っ て 今 の カル ナ さ ん は た だ の カル ナ さ ん じゃ な く 、 サ ンタ の カル ナ さ ん な ん ス か ら ]」 


な ぜ か 戦闘 スタ イル は 男らしい ボク シン グ に な っ て し まっ て いる 。 

ファ イ テ ィ ング スタ イル は イン ファ イト も アウ ト ボ クシ ング も で きる オー ル ラ ウン ダー。 相手 に よっ て (気分 に よっ て ) 
使い 分 ける 。 

な お 多く の 場合 、 そ の 戦闘 スタ イル の 選択 は 「 そ ちら の ほう が 楽し そう だ か ら ]』「『「 成 長 で きそう だ か ら 」 と いう 理由 で 行 
われ 、「 楽 に 勝て そう だ か ら 」 と いう 理由 で 選ば れる こと は な い 。 と き に は あえ て 苦労 する 殴り 合い を 行う こと も 。 
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〇 因縁 キャ ラ 

アル ジュ ナ 

修業 時 代 の 精神 性 に 近く な っ て いる の で 、 普 段 より 若干 距離 が 近い 。 

「 大 戦争 で 殺し 合っ た ライ バル ] で は ある が 、 同時 に 「 同 じ 師 の 元 で 学ん だ 者 ] と し て の 空気 感 を 普段 より 出し て 相対 する 。 
アシ ュ ヴ ァ ッ ター マン 

同様 。 こ ちら は 悪友 感 が 増す 。 

SA. 出会っ た 頃 の ギラ ギラ し た 感じ が 少し する ん だ よ な …… へ っ 、 楽し く な っ て きた じゃ ね え か ! Kol, BER 
れる ぜ ! J 

ヴ リ トラ 

クリ スマ ス に お ける 瑞 で あり 、 強 大 な る 邪 竜 。 

[武器 で は 傷つけ られ な い ] この 存在 に 対す る 、 ま さ に カウ ンタ ー パ ンチ ャ ー と し て サン タカ ルナ は 生ま れ た の か も し れ 
な い 。 

ドゥ リー ヨ ダ ナ 

身分 に つい て 笑わ れ て いた と き に 助け て くれ た 唯一 の 男 。 思 人 で あり 、 友 。 

世間 一 般 か ら 見 れ ば ろく で な し で は あろ う が 、 尊敬 し 、 信 頼 し て いる 。 

ロム ルス ・ フ クィ リ ヌ ス 

流派 へ ラク レス ・ ロ ー マ 分 派 は 密か に ライ バル 視 し て いる 。 
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mment from Illustrator 
普通 料理 っ て 素材 見 る と 出来 上 が る も の が ご 飯 か デザ ー ト か ぐら い は わか る じゃ な いで すか ? 今年 の サン タ は カル ナ さ 
ん で セイ パー で ボク サー で すっ て 言わ れる じゃ な いで すか 宇宙 猫 じ ゃ な いで すか ? 最高 に ワク ワク し まし た 。(pako) 


セイ 千 子 村 正 
E 2+ ER 日 本 
BS 混沌 . 中南 167cm 58kg 


Eds EAA EMo Ed: Eder Ed 


設定 作成 : 奈須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン RAK 


cv: 杉山 紀彰 


ור 
jj 主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order‏ 


TIRAR IV 


EA nen 
千 子 村 正 は 自ら の [工房 | 一 一 鍛冶 場 ה‎ 
お ろ ん 魔 術 師 た ちの それ と は まっ た く 異 な る も の だ 
キル が 付与 され た 。 

職人 た ちの 長 と し て 、 た ぐい まれ な 陣地 作成 能力 を 持つ 。 


芸術 審美 に 似 て 非 な る スキ ル 。‏ של 

直 装 に 対す る 理解 。 宝 具 で は な く 通常 武 器 を 一 目 見 た だ け で 、 ど の よう に 戦う べき か を 把握 する 。A ラ ンク 以上 の 場合 
刀 全 以外 の 武装 に つい て も 把握 可能 。 

味方 に 対し て は 的 確 な 助言 と し て 働き 、 敵 に 対し て は (特に セイ パー クラ ス に 対し て は ) 弱点 を 見 抜く こと に な る 。 


TE ーー = 


A‏ ה 

村 正 の 銘 を 持つ 刀 に まつ わる 伝説 、 い わ ゆ る RINE] の 伝説 に 由来 する スキ ル 。 

千 子 村 正 と その 一 門 の 手 に よっ て 生み 出さ れ た 刀 は 、 支配 者 た る 徳川 家 に 災い を も た らし た と いう 。 
[FateGO] で は 「 海 政 者 ・ 王 へ の 特攻 ] と し て 働く 。 


た o 試 斬り 、 
刀剣 の 利 鈍 、 性 能 を 測る た め の 技 法 。 

千 子 村 正 は 、 手 に し た 武器 に 具 わ っ た 威力 を 自由 自在 に 引き 出し て みせ る 。 そ の 気 に な れ ば 、 一 振り で 武器 が 自 壊す る 
ほど の 最大 威力 さえ 引き 出せ る 。 


肉体 が 持っ て いた 潜在 能力 。 スキ ル ・ 千 里 眼 の 亜 種 。 

静止 視力 ・ 動 体 視 力 、 共 に 向上 する 。 

戦闘 行為 の み に 特 化し た 眼力 。 

この 肉体 で は 千里 眼 の よう に 運命 まで 見 据え る 事 は で き な い …… は ず だ っ た が 、 生涯 を か け て 炎 の 中 に HERI を 見 据え 
て きた 村 正 の 価値 観 に よっ て 、 雇 の 目 は 獲物 だ け で は な く 、 そ の 先 に ある 因果 を も 射 買 くに 至っ た 。 

スタ ー 発 生 量 アッ プ 、 フ リティ カル 威力 アッ プ 、 RBBB. 

(この 無敵 軸 通 は 回 数 制 に し 、「 無 敵 の か か っ て いる 敵 ] に の み 反 応 す る も の と し 、 通 常 の エネ ミー に 対し て は 「 使 っ た と 
カウ ント し な い ] と いう の は シス テム 的 に 可能 か ? 一 無理 で し た ) 


ある 巡礼 の 終わ り 、「 星 の 内 海 ] で の 行為 が 英霊 の 座 に 刻ま れ た 結果 、 生 まれ た スキ ル 。 

アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー の 「 柱 合作 成 ] に 近い が 、 こ ちら は 「 村 正 に の みか か る 効果 ] で ある 。 

NP50 獲 得 、 悪 特攻 、 人 類 の 脅威 特攻 、 宝 具 ダ メー ジ 大 アッ プ 。 

余談 で は ある が 、 こ の スキ ル を 使う と 使用 後に 2 ター ンス タン (本 当 は 消滅 が いい が 、 そ れ だ と 便利 すぎ ざる の で ) の 予定 
だ っ た が 、 実装 タイ ミン グ が 2 部 6 章 よ り 早かっ た た め 、 ネ タバ し レ 防止 と いう 事 で スタ ン は な く な っ た 。 その が わり に ス 
キル 効果 は シン プル な も の に 変更 と な っ た 。 


衝撃 を 与え る 毎 に 、 そ の 在り 方 は いっ そう 鍛え られ て ゆく 。 
([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


= 


= 


% \ 


か みり 6 むら 


無 元 の 248 


つむ お かり おら まさ 。 

究極 の 一 刀 を 作り 出す 宝 具 。 

特殊 な 固有 結界 (ABTS PO 「 無 限 の 剣 製 (アン リミテッ ド ・ プ レイ ド ワ ー ク ス )」 に 似 た 風景 で ある と いう ) の 展開 に 
よっ て 無数 の 剣 の 荒野 を 発生 させ た 後 、 す べ て の 剣 が 砕け て 雪 の 結晶 の よう に 散り 、 

千 子 村 正 の 手 に た だ 一 本 の 刀 が 残る 。 

時 間 や 空間 、 因 果 ご と 断つ 一 斬 。 


[あら ゆる 収載 、 あ ら ゆ る 宿 頼 、 あ ら ゆ る 非 業 一 

すべ て は 、 こ の 一 振 り に 至る た め に ] 

ÓN 

都 件 浊 十 地 都 件 刘 之 太刀 (SÁBATO) 。 

TRDERIIAWICREN I) EHE, J VETALLFRDE OD EMO RIBAS, EA 
BADKESORNSMNIHE REA DENVER. 


一 説 で は 「 草 ] FEEDER USER SE, BE 30825 226556 511. INSREHE TAREAS [BT SL 
く よ く 切 る こと の で きる 剣 ] の 意味 を 持つ 。( ク サ は 臭 、 ナ ギ は 蛇 を 示す こと か ら 「 蛇 か ら 出 た 剣 ] と する 説 も 存在 する ) 
一 般 的 に 草 苑 剣 と は 後 年 の ヤマ ト タ ケ ル 伝 説 に 紹 付 けら れ た 名 称 で ある と 言わ れる が 、 実 際 に は スサノオ 神 が 手 に し た 
瞬間 か ら 草 苑 剣 と いう 名 だ っ た の で は な いか 、 と 本 選定 長 は 「 古 事 記 伝 ! の 中 で 語っ て いる 。 


CHARACTER Profile 


> Si 9 N 177 ER 
/ RS 一 人 
AM SAL SEAN 


EGEL / (時 折 ) オレ BHEERSA/BER/TIı/ (呼び 捨て ) Baw (呼び 捨て ) 
お まえ さん ノ マ ス ター 


刀 作 り に 生涯 を 捧げ た 老人 。 
現 界 に 際 し て の 外見 は 精 趣 な 青年 その も の だ が 、 精 神 性 は むし ろ 遇 年 に 近い 。 

NES NES. NDA. 

貼っ きら ぽう な 物言い が 多く 、 お 世辞 に も 愛想 が いい と は 言え な い 。 

初見 で は 冷た い 人 間 の よう に 思わ れ が ち だ が 、 い ざ 付 き 合っ て みる と も の すご く 面 倒 見 が いい 。 ENDATE. 
これ は 村 正 本 人 の 性 格 で も ある が 、 依 り 代 に な っ た 肉体 の 性 格 で も ある 。 

ある い は 、 こ の 依り 代 の 少年 が も し 老年 期 まで 人 生 を 全う で きた の な ら 、 こ の よう な 人 格 に な っ て いた だ ろう 、 と も 。 
相手 が どう あれ 、 内 容 が どう あれ 、 仕 事 を 依頼 され た の な ら 、 そ れ を 納得 の いく レベ ル で tL HFS] BELTS, 
仕事 (大好き) A. 

仕事 の た め な ら 時 に 冷 覆 ・ 冷 役 な 手段 に も 出る が 、 外 道生 き だ け は し な いよ うだ 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
突き 放す よう で いて 、 そ の 実 、 よ く マ スタ ー を 見 て いる 。 1 
PPERGSRICMECNSTLE<K, KAKA BERETS, ג 0 סו 6 מו‎ 
の だ と 分 か る だ ろう 。 

本 気 で 怒っ た 時 に は お し ろ 口 数 は 少な く な る は ず で 、 そ れ を マス ター に 見 せる こと は まず 有り 得 な い 。 

彼 は 、 マ スタ ー を 子 や 人 孫 の よ うに 思っ て いる 訳 で は な い 。 せい ぜ い が 、 元気 に 遊び 回 っ て 陽 が 暮れ て も な か な か 


帰ろ うう と し な い 、 工 房 へ よく 遊び に 来る 近所 の 悪戯 っ 子 程度 の 認識 だ ろう 。 Te 
そし て それ は 、 彼 に と っ て 、 掛 け 替 え の な い 親 愛 を 示す 認識 で も ある 。 


こ だ の 鍛冶 場 だ 。 儀 の 仕事 場 だ | 

何だ 、 お ぬい の 客 か | ES 

明神 切 村 正 。 そい つの 銘 だ 。 ÜDETEE. 振る っ て 無事 な 奴 が いる た ぁ な ]」 
説明 は いら ね えよ 。 こ こま で ちょ いと 緑 が め っ た だ け だ 。 

そい つら と は 灯 し 合う 関係 …… と まで は いか ね え が 、 味 方 で も ね え 。 

ざっ くば らん に 言え ば 奉 れ 緑 っ て ヤツ だ | 

いや あ 、 た いし た 大 立ち 回 り だ っ た ! 最後 の 見 得 も 決ま っ て た ! 

武芸 に 通じ た 千両 役者 っ て な ! プリ テン の 魔術 土 は 気持 ちがい いね ぇ | | 

セイ パー、 千 子 村 正 。 召喚 に 応じ 参上 し た 。 
な ん で 僕 が セイ パー な の か 疑問 だ っ た が 、 今 な ら 多少 は 納得 が いく 。 ……… こ うし て 呼ば れ た 儀 と は 無関係 で は ある が 、 ま 、 
同じ 顔 で 好き 放題 暴れ た ん だ 。 気 の 済 お まで コキ 使っ て くん な ] 

好き な モノ ぉ ? そり ゃ ああ れ だ 。 い い 砂 と 火 に 決ま っ て ん だ ろ 。 

魚 も 好き だ 。 握り 飯 も な 。 酒 は や ら ね え 。 団子 は 食う ぞ ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

PRERZODL. 

ABADIA. 

時 代 に お いて 、 最 も よく 切れ る 刀 を 作っ た 刀 エ ー 門 一 一 一 

その 初代 と され る 。 

(貞治 の 村 正 を 初代 に 応永 まで 三代 が 続く と する 江戸 期 の 資料 も ある が 、 確認 で きる 最 古 の 村 正 一 門 の 作 刀 は 文生 元 年 の 
も の 。 こ の た め 、 本 作 で は 文 重 年 間 の 村 正 が 初代 と し た ) 


膨大 な 数 の 刀 が 打 た れ た ! 時 代 、 

日 本 各地 に 数 多く の 優れ た 刀工 が 工房 を 構え て いた 。 

時 に 、 彼 ら は 合戦 に 付き 従い 、 

戦い の 最 中 に 破損 し た 刀 を 修理 する こと も あっ た 。 

中 で も 、 伊 勢 国 篤 名 の 刀工 で ある 千 子 村 正 は 名 工 と し て 知ら れ 、 
と り わ け 三 河 の 武士 た ち に 刀 を 求め られ た と いう 。 


村 正 一 門 の 刀 に は 伝説 が ある 。 

妖 妃 で あり 、 徳 川 将 軍 家 に 災い を 為す と いう モノ で ある 。 - 

RENER - בכ וה פומ‎ 5 BEBERI. BB ופוג‎ LIT, TUTRRS 
身 を 傷つけ た 刀 …… 
いずれ の 刀 も [HEI の 銘 で あっ た と いう 。 


名 刀 に し て 、 徳 川 殺 し の 妖刀 。 恐る べき 村 正 。 

数 多く の 歌舞 伎 ・ 講 譜 の 中 に 、 血 塗ら れ た 妖刀 と し て [村 正 」 は 登場 する 。 

徳川 の 敵対 者 に よる 伝説 も ある 。 西暦 165 1 年 、 幕府 転覆 を 企 て た 由井 正雪 は 村 正 所 有 者 だ っ た と され 、「 名 将 言行 録 ] 
で は 真田 幸村 も 所 有 者 で ある と いう 。 

幕末 に は 西郷 隆盛 を 筆頭 に 、 倒 幕 派 の 志 志士 た ち が 村 正 を 求め た 。 

acciona EASES - ASIEN [村 正 | を 作用 し た と され る 。 


OlFateGO| に お ける 人 物 像 

[¡RARCERA) で は 抑止 力 が 遣わ し た 英霊 と し て 、 

2 部 本 編 で は 「 異 星 の 神 | に よっ て 召喚 され た 敵 側 の サー ヴァ ント と し て 、 

カル デア で は 2004~2015 年 に お ける 汎 人 類 史 の 英霊 と し て 登場 。 

いずれ も 「 現 代 人 の 肉体 に 村 正 を 降ろ し た ] 疑似 サー ヴァ ント 。 

性 格 も パー ソナ リティ も 同じ も の だ が 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て の 性 質 上 、 同 一 の 存在 で は な い 。 
セイ バー と キャ スタ ー の 村 正 に は 多少 の [記録 の 共有 ] は ある が 、 

アル ター エゴ の 千 子 村 正 の 記録 は 座 に 登録 され て いな い 。 

いな い が 、 彼 が 為 し た 行い だ け は ひと つの [結果 | と し て 、 経験 ( ス キル) と し て 昇華 され て いる 。 


CREO) の 使徒 と し て の 村 正 

アル ター エゴ の 村 正 は 仕事 と し て 「 異 星 の 神 ] に 仕え て いる だ け で 、 村 正 自身 に は 善 も 悪 も な い 。 た だ 、「 自 分 の 納得 の 
いく 仕事 を し た い だ け の 無頼 漢 で ある 。 

キリ シュ タリ ア の 行動 ……・ 空 想 樹 内 部 に 他 の 神話 体系 の 神 を 降ろ し て お き [実行 体 ] の 作成 を 阻む …… を 予測 し て いた 画 
画 画 画 画 に よっ て 選ば れ た 、「 神 断ち 」 の 役割 を 持っ た 使徒 。 


Ww 


12 


その 予測 通り 、 村 正 は 巨神 アト ラス を 両断 し 、「 異 星 の 神 ] の 地球 降臨 の 一 因 と な っ た 。 


その 時 点 で 用 済み と な る の だ が 、 地 球 大 統領 の 甘 さ か ら 使 徒 の 始末 は 先送り に な り 、 単身 、 異 聞 帯 プリ テン の 調査 と 破 
壊 活動 の 任 に つか され る 。 

仕事 と あら ば 従う が 、 ま っ た く 気 が 乗ら ね ぇ ] 

と プリ テン で モル ガン 暗殺 を 試み る も 、 妖 精 騎 士 ラン スロ ッ ト の 前 に 敗退 。 以 後 、 数 奇 な 運命 を 経て カル デア の 一 行 に 
加わ り 、 プ リ テ ン 消 滅 の 前 に 、「 自 分 の 仕事 ] を や り 遂 げ て 消滅 する 。 

[BOM] で 燃え 尽き を たため 、 そ の 零 大 は 英 零 の 座 に 戻る 事 な く 消滅 し た が 、 彼 が 行っ た 結果 だ け は 引き 継が れ [TOR 
り 代 を も っ て 成立 する 村 正 ] の スキ ル を 変化 させ た 。 


〇 通常 武器 

BAT). 

EREUCBACNSAld, NETFDFTHD, 
美術館 に 収蔵 され て いる 。 


REITEN), Bft 


mes 

宮本 武蔵 

「 オ レ ぁ 因果 を 断 た ん と 躍起 に な っ た が 、 あ っ ち は 虚 空 を 斬ら ん と 本 進 し た 。 どっ ち も カ タチ の な い モ ン を 相手 に 生涯 を 
か けた 大 馬鹿 だ 。 気に入っ ちまう の も 当然 だ ろ ?] 

ERE / BFE MEET 

「 安 心 し た ぜ 。 こっ ちの は 音 に 聞こ えた 通り の 達人 だ 。 BIVTETRAC PERT HAAN RX, まっ と うな 人 間 と し て 
振る 舞 える 事 が な に より 凄 えん だ よ ] 

DORESTE UBT RB 

な ん だ 、 仲 良く や っ て る じゃ ね え か 。 一 一 そう か いそ うか い 。 召喚 術 っ て の も 、 悪 く は ね えも ん だ ] 

Ag 

UL‏ כ ימוט 

REL LTRS 平生 壮士 D 心 以 て 寒 水 を 照 す 可 し 」 っ て な 。‏ ע רתן 

西郷 サン っ て 偉 丈夫 だ が 、 知 っ て る か い ?」 

エミ ヤ (〔 オ ル タ )〕 

て や ん で い 、 べ ら ぼ うめ! 刀 と 銃 、 ど っ ち に 生き る か ハッ キリ し や が れ |! | 

伊 吹 童子 

な に 、 酒 で 釣れ ん の か あの 御方 !? 神剣 の 化身 な ん だ か ら 御 神酒 好き な ん だ ろう けど よ お ぉ !?. 


いて も お か し くね えよ な あ ?] 

ラス プー チン 

アル ター エゴ の オレ は コイ ツ と 共闘 し た だ !? や め ろ や め ろ 、 考 えた だ け で 寒気 が 走る ぜ ば! な に が 原 か っ て 、“ そ り 
ゃ あ 上 手 く いく だ ろ " な ん て 起 像 し ちまう トコ が だ よ ! J 

アル トリ ア ・ キ ャ スタ ー 

元気 な 嬢 ちゃ ん だ よ な 。 た ま に 人 が 変わ っ た よう に 礼儀 正しく な る が 、 根 は 一 緒 だ な あり ゃ 。 こ の 間 も 「 新 し く 聖 剣 を 
作ろ うと 思う の で 参考 に 見 せ て くだ さい ] な ん て 言っ て 、 シ ミュ レー ショ ン に 付き 合わ され た 。 老人 を いた われ っ て ん だ ] 
オベロン 

"刀身 も 柄 も 真っ 白 な カタ ナ は 作れ る か い ?" だ と さ 。 あ まり に 阿呆 で 無茶 な 注文 な ん で 追い 返し た が 、 ま あ 、 こ っ ち も 
せっ か く サ ー ヴ ァ ン ト に な っ て ん だ 。 ち ょ っ くら 挑戦 し こみ よう か ね ぇ ] 


くそ 、 不 甲斐 ね え 。 酒 造り に も 人 生か け と きゃ 今 ど ろ …… いや 、 間 に 合う か ? カル デア な ら 酒 神 の ひと りや ふた り 、 
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正面 横 KÈ Y È 
RRM CR 
・ 模 部 分 、 柄 の 留め 金 と 下部 の 金具 は 鋼 
BD OAR LIT (焼入れ) 
008 


E MEDIR 


柄 と 構 部 分 の 接続 部 


ー 


— 0 


刀 ( 持 え 有 り ) 


・ 靖 は 黒 の 五目 塗り 、 鯉 口 と 小 尻 は 黒鉄 y 
"TIER 5 - ATRA, EEES E 
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第 三 段 階 


mment from Illustrator 


元々 は 「 リ ミ テ ッ ド / ゼ ロ オ ー バ ー」 と いう 概念 礼装 イラ スト で 描か れ た 「 魔 術 師 と し て 大 成 し た 衛 宮 士郎 の イフ の 姿 ] 

で し た が 、 紀 作曲 折 を 経て サー ヴァ ント 化 へ と 至り まし た 。 霊 基 第 一 は 概念 礼装 の デザ イン その まま 。 BESTIA. M 

冶 師 と し て の 村 正 の 全盛 期 。 第 三 は 、 い わ ゆ る 「 お じい ちゃ ん 」 と し て の 村 正 … と いう イメ ー ジ で す 。 第 二 は 方 向 性 で 色 J 

々 悩み まし た が 、 第 三 は も うこ れ し か 無い よ な … と いう 感じ で し た 。 パー フェ クト 土 郎 と いう 面 も 外せ な い 大 切な 要素 

で あっ た た め 、 英 霊 エ ミヤ の 象徴 で も ある 白髪 得 色 の 姿 も 反映 され て いま す 。 武器 関連 は 、 下 越 く ん に 担当 し て 思 い ま \ 
UE. (RAB 


太刀 KAT (BT) 


・ 刀 ・ 太 刀 ・ 直 刀 は 樋 ( 溝 ) 無 し で 
・ 刃 文 を 表裏 揃え る 村 正 刃 ( 千 子 刃 ) 


太刀 
于 GAH ME 
4 真っ 赤 に 赤熱 し て いる の で 炎 の エフ ェクト を 
2 


EEZI o ERA = 景清 
ED- 物語 」「 義 経 記 」、 AEs EBA 日 本 
Ea rts BHA 72cm KZJ 76 


Edo EAn EM Be Eds 


復讐 者 : EX 
復讐 者 と し て 、 人 の 恨み と 急 念 を 一 身 に 集め る 在り 方 が スキ ル と な っ た も の 。 
頒 訪 の 化身 と も 言え る 平 景清 が 所 有する スキ ル ラ ンク は 、 規 格 の 外 に ある 。 


a E == 


平 景清 は 忘れ な い 
時 が 彼方 へ 過ぎ 去っ て も 、 自 己 が 人 理 の 影 に 過ぎ ぎぬ も の で あろ うと も 、 源 氏 へ の 息 を 景清 が 忘れ る こと は な い 。 


x r TET 


ASRR DED UI 
כ כ‎ 
魔力 を 微量 な が ら 毎 ター ン 回 復 する 。 


TER Profile 


平 景清 は 死な な い 。 HEORECBNT, = HEM A THE DO 
שו‎ [REZ] で は 不死 身 で ある と も 。 
本 スキ ル を E X ラ ンク で 所 持 す る 景清 は 、 ガ ッ ツ 効果 の 他 、 即 死 耐 性 の 効果 を 有する 。 


BEML, MONZADS. 
Rao] IEA] (熱田 神宮 に 現存 ) ZALVCRORIT CHS. 


| の 身 と な ろう と も 、 必 ず 脱 し て みせ る 。 
(TFateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


FE 
7N 


し ょ ぎょ う む じょう じょう し ゃ ひっ すい 
諸 行 無常 ・ 盛 者 性 
. 


H 


し ょ ぎょ うお じょう ・ じ ょ うし ゃ ひつ すい 。 a 
PROBREINCAD 051176. BEBO, | 


普遍 、 不 変 の も の な どこ の 世に な く 、 永 遠 の 強 者 も 永 効 の 国家 も あり えな い 
と いう 摂理 を 刃 と し て 、 対 象 を 存在 ご と 削り 取る 。 

大 長刀 使い で あっ た と いう 2 逸話 が 昇華 され た モノ か 、 真名 解放 に 伴い 、 武具 は 二 刀 療 丸 か ら 一 本 の 巨大 な 刃 へ と 変化 する 。 
源氏 以外 の 者 に も 通じ る が 、 

や は り 源氏 に こそ よく 通じ る 。 


E 


a % N, y 


ERA A. BERBENAH) RR EARE (SBU) ・ あ な た (マス ター へ 。 霊 基 第 三 の み ) 
EI 2/52/08 


〇 性 格 
源氏 を 殺す モノ 。 

RBCS. 

QUORECHSSNETOMMS, Bld PBMHNICTHS SRNL. 

個 と し て の 喜び や 悲し み に つ いて は 、 感 じ る 素振り を まっ た く 見 せな い 。 

それ ら を 既に 捨て 去っ て し まっ た の か 、 た だ 「 感 じ 難く ] な っ て いる だ け な の か ーー 一 


堆 基 第 三 に な る と 、 一 部 、 九 郎 判 官 義経 と し て の 自我 を 取り 戻す 素振り を 見 せる 。 
か つて の 自己 や 、 そ の 縁者 に 対し て は 「 自 分 は 義経 で ある ] と 振る 舞う こと も ある 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 


聖杯 へ の 望み は た だ ひと つ 。 
すなわち [源氏 、 死 に 候 え ] CHS. 


〇 台詞 例 

源氏 、 死 に 候 え 」 

Ro KE, TO FB] 

CORICKARNSTED]‏ .תפר 

承知 。 悪 七 兵衛 景清 が 刃 に て 、 こ と ご と く 滅 ぼ し て 参る 」 
霊 負 し て し ん ぜ よ う ] 


〇 喝 実 の 実像 ・ 人 物 像 


平家 物語 】 に 登場 する 謎 めい た 人 物 。 
屋島 の 戦い で 「 上 総 の 悪 七 兵衛 景清 」 と し て 源平 両 軍 に 知ら れる よう に な っ た 人 物 だ が 、 経歴 は 判然 と し な い 。「 平 家 物 
語 ] に お いて I EMO] と 名 乗る が 、 具 体 的 な 出自 に つい て は 諸 本 で 異な っ て いる 。 


平家 方 の 侍 が 打ち 立て た 武功 、 そ し て 落ち 武者 た ちの 源氏 へ の 乱 念 が 、 如何 な る 理由 か 「 平 景清 ] と いう 人 物 像 に 凝縮 さ 
れ た 存在 。 

頼朝 は 実に 三 十 七 回 に わた り 景 清 の 襲撃 を 受け 、 そ の 都度 取り 逃がし て いる 。 

源氏 へ の 復讐 の 念 を 抱く 者 は 誰 で あれ 、 や が て 景清 と な っ て 源氏 に 牙 を 剥く の で ある 。 

Ric, 景清 か を 問わ ず 。 

Al. 平家 か を 問わ ず 。 

本 人 で ある か どう か は も は や 関係 な い 。 


源氏 に 仙 な す 者 は 、「 平 景清 ] へ と 取り 込ま れ て いく 。 


在 の 景清 は 実際 に は 中 国 地方 な り へ と 落ち の び て 、 そ れ な り に 幸せ な 余生 を 送っ た か も 知れ な い が 、 そ れ と は 無関係 
に [ 平 景清 ] は 候 念 を 秘め て 源氏 に 仙 を な す 。 


景清 伝説 は 数 多く 、 景清 に まつ わる (と 称す る ) 史跡 は 全国 各地 に 存在 し て いる 。 ENCE. 源氏 で 言え ば 義経 に まつ わ 
る (と 称す る ) 史跡 と 同様 に 。 
今回 の 現 界 に あたっ て 、 景 清 は まさ し く 源 義経 と 一 体 化 し た 。 


「 こ の 源義 経 と いう 武士 、 実は 平 景 清 で ある ] 
で ある 。 


義経 が [源氏 に 対す る 引 念 を 有する ] ゆえ に 景清 の 構成 要素 と し て 取り 込ま れ た か 、 あ る い は 、 BEOEXKBBBDNPO 
ェ ン ジャ ー と し て の 景清 の 核 と な っ た か ーー 一 

義経 は 一 時 期 、 平 清盛 の 義理 の 息子 で あっ た 。 源氏 へ の 女 念 を 抱い た 義経 が 平家 の 人 須 霊 と 一 体 化 する た め の 道 筋 は 、 E 
前 既に 整え られ て いた と 見 る 事 も で きる だ ろう 


ERTEILT 
FWI-IT- VIRTERBEEBORDE, | 65 VAATES NIRO 55 [TA] E と し て 現 界 。 
鴨川 に て 、 坂田 金 時 や カル デア の マス ター と 激闘 を 繰り 広げ た 。 


CRES 
HND EA BORMOR. 
一 本 し か な い は ず だ が 、 な ぜ か 二 本 持 っ て いる 。 


ーー 一 源氏 、 死 に 候 え 
坂田 金 時 渡辺 綱 / 弁 鹿 

ーー 一 源氏 の 臣 、 死 に 候 え 。 

柳生 但馬 守 

ーー 一 源氏 に 従う 者 、 MIRU. 

FEN 

(速く か ら 、 無言 で 見 つめ な が ら 目 を 細め る ) 

アン リマ ユ 

異 卿 の 古き も の 。 

近しい も の で ある か の よう に 感じ られ 、 ひ どく 馴染 お 。 

むし ろ 、 我 ら の 源流 こそ 、 こ の 者 の 在り 方 な の で は な いか 、 と さえ - 
REE DP YR + SWIAWI) ゴル ゴー ング サリ エリ ロボ 


復讐 者 TFT 

そう か 。 

優 と 同じ くし て 燃え 盛る 、 候 の 一 文字 。 MAT, ₪ 
000. 0000000 

復讐 者 の 中 で は …… 


そう 、 貴様 と こそ 気 が 合 う や も し れ ぬ な 。 
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ァ アサシン E ES 
EA - (現在 の 肉体 は 女性 ) [RE] 御伽 草子 、 戦 馬 天狗 伝説 な ど 
Edesa BA Et om 171cm ] 57kg 


| o FAc EM EX Eds 1 


X 設定 作成 : 桜 井 光 プ キャ ラフ ター デザ イン ARR 
CV : 加 隈 亜衣 


Y 
% 主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ スス キル 
大 天狗 ・ 報 贈 正 坊 と し て の 面 を 有する 
規格 外 の 対 魔 カ スキ ル を 有 し て いる 。 


ーー — 
א‎ 


気配 遮断 : C 


ラン サー クラ ス で 召喚 され た つも り だ っ た 、 と の こと で 、 鬼 一 法眼 は 積極 的 に 隠れ よう と し な い 傾 向 が ある 。 
本 来 の ラン フ は も っ と 上 で ある 模様 。 


" 京 敗 流 "と は 、 西 国 に お ける 剣術 の 源流 と され る 八 つ の 流派 で あり 、 鬼 一 が 八 人 の 高弟 に 伝え た 戦闘 術 で あっ た と いう 。 
また 、 高 弟 の うち の ひと り は 源義 経 (FEA) THD. 


天下 に 秘蔵 され た る 兵法 の 喘 極 。 

[EK] と 並 計 伝 説 の 兵法 書 で あり 、 中 国 で は 武 経 七 書 の 一 つと され る 。 

鬼 一 法眼 は この 書物 の 保管 者 で あり 、 守 護 者 で ある 。 

本 来 は 強力 な 宝 具 だ が 、 本 作 で は スキ ル と し て 表現 され て いる 。 

鬼 一 法眼 日 く 、「 こ れ 暗号 に な っ て いる の で 真 に 読み 解く の は 至難 の 業 な ん だ ぞ ] と の こと だ が 真 偽 は 不明 。 


HEE: A 

ב ל 
多く の 効果 を 有 し て いる よう だ が 、 本 人 は 黙 し て 語ら な い 。‏ 

([FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


ER 


ka מק‎ 


りく と うさ ん りゃ < ま ぉ うそ ん だ い 


7 78 - REGAN 羽 扇 


りく と うさ ん りゃ く ・ ま お うそ ん だ いう せん 。 


羽 記 と は 、 護 や 荻 な どの 羽 で 作ら れ た 扇 を 指す 。 


軍勢 を 指揮 する た め に 用 いら れ た 人 道具 だ が 、 


一 方 で 、 仙 人 や 天狗 が 使用 する 神秘 の 宝 具 一 一 一 膨大 な 神通 力 を 秘め た 道具 と し て 伝説 や 図画 に 登場 する 。 


いわ ゆる 「 天 狗 の うち わ ] CHS. 


アサ シン 鬼 一 法眼 が 宝 具 と し て 用 いる の も 、 こ の 羽 扇 MER) 


破壊 力 は 絶大 の 一 語 。 


陰陽 師 に し て 兵法 者 と し て の 鬼 一 法眼 で は な く 、 鞍 馬 天 狗 こと 大 天狗 ・ 壮 馬山 僧正 坊 と し て の 性 質 が 強く 顕 れ た 宝 具 で 
あり 、 真 名 解放 と 共に 放 た れる 風 は も は や 嵐 、 山 を 割り 大 地 を 揺るが せる 天変 地異 の 領域 で わる 。 


7 
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C Parts No 
RMS yy 

細か な こと は 然 程 気 に せ ず 笑 い 飛ば す 。 

一 見 すれ ば 包容 力 が あり 、 人 間 味 が あり 、 頼 も し い 言動 の 好人 物 一 一 

な の だ が 、 実際 に は 人 間 と は か け 離 れ た 感性 を 有 し て お り 、 長 時 間 話し た り 、 過 ご し た りす れ ば 、「 根 本 的 に 人 間 と ズレ 
て いる 」 こと が 分 か る だ ろう 。 

人 で は 、 な い の だ 。 


人 類 種 の 営み に つい て 、 彼 女 は 詳細 を 把握 し て は いな い 。 

いな い の だ が 時 折 、 気 が 向い て は 、 弱 く 小さ き 者 の 声 を 聞き 届け た り 、 和 牛 若 丸 の よ うに 眠れ る 才 を 秘め た 人 物 を 育て 上 
げた りす る 。 

人 の こと を よく 理解 し て いな い が 、 人 の こと は 「 嫌 いで は な い ] の だ 。 

な お 、 動 物 や 昆虫 の こと も 同 程度 に 「 嫌 いで は な い ]。 


宴会 大 好き 。 
口癖 は 「 か ん | 


マス ター へ の 態度 
一 法眼 は 聖杯 へ の 願い を 特に 持た な い 。 
大 天狗 と し て の 面 を 持つ 鬼 一 法眼 は むし ろ 、 人 の 願い を 叶え る 側 の 存在 で ある 。 


「 か ん ら 、 か ら 、 DS!) 

「 上 一 法 眼 、 ア サシ ンク ラス に て 現 界 で ある ! 僕 は ラン サー が よかっ た けど 、 何 は と も あれ 、 天 晴れ 天 晴れ | | 
「 天 晴れ ! 天 晴れ で ある | | 

「 天 下 万 世 の 師 で ある ぞ ] 

「 お まえ が 弟子 、 僕 は 師 。 そう いう こと で よい な ?] 


〇 史実 の 実像 ・ 人 物 像 
法師 陰陽 師 に し て 兵法 者 。 
西国 最 古 の 剣術 流派 京 八 流 "の 開祖 と 伝わる 存在 。 


鬼 一 法眼 と いう 超人 的 存在 は 、 


鞍馬 天狗 こと 大 天狗 ・ 鞍 馬山 憎 正 坊 と し ば し ば 同一 視 さ れる 。 


CIFateGOI に お ける 人 物 人 

幼い 邊 若 丸 に 戦術 を 伝え 、 E 

FOROS [AB] [ZB を 援 け …… る つも り は な か っ た が 、 RREEHLTINERHAICHERIHERL, 8 
し に 掛か っ た こと も ある 、 恐 る べき 大 師匠 。 

BE. BAR 


その 正体 は 


鬼 一 法眼 は 人 間 で は な い 。 
大 天狗 で ある 。 


山 、 空 、 風 、 火 、 等 の 自然 に 属す る 精霊 種 で おり 、 い わ ゆ る 神霊 と は 異な る が 、 人 間 よ り は そちら 側 に 近い 存在 で ある 。 
本 来 は 人 間 と 関わ る 存在 で は な いも の の 、 和 牛 若 丸 の 例 や * 京 八 流 "の 例 が ある よう に 、 場 合 に よっ て は 人 間 に 接 触 し 、 何 
か を 与え る こと が ある 。 

与え る も の は 知識 や 技術 、 秘 術 や 奥義 で ある …… 

と は 、 限 ら な い 。 

ひと た び 和 機嫌 を 損ね れ ば 、 文 字 通 り 、 地 獄 送 り に され て し まう だ ろう 。 

乾 馬 山 僧正 坊 ほ どの 大 天狗 と も な れ ば 、 地 獄 の 門 を 開け る な ど 造 作 も な い の だ か ら 。 


o 


BB, BELNDAEBHAMLESENELNDH? と 尋ね る と 無茶 苦 茶 怒 る 。 


日 本 最強 の 大 天狗 を 一 度 は 自称 し た 手前 、 日 本 最高 の 大 天狗 と され る 太郎 坊 の 名 前 を 出さ れる と 居心地 が 悪い の か も し 
れ な い 。 


HE. 


〇 その 他 
肉体 に つい て は 、 体 格 も 、 性 別 も 、 自 由 自在 で ある と の こと 。 一 番 多 く 取 る 姿 は 現在 の も の だ が 、 一 番 威 厳 が ある 姿 と 
は 別 、 ら し い 。 


CHARACTER Profile 


〇 因縁 キャ ラ 6 
FEN 

前 言っ た が 、 僕 は 別に 怒っ て も お らん の だ 。 

だ が な あ 。 や っ ぱり 温海 坊 と 我 が 娘 幸 寿 前 の 無念 と いう も の が ある の で 、 な | 
そこ に 直 れ 、 庶 那 王 ! 

平 景清 

ee ほとほと 、 不 器用 だ 。 お まえ は 。 

こっ ち に お いで 。 

いい か ら 、 お いで 。 N 
よし よし 。 

MEA 

EOE | 

な な な 何 の つ も り で それ いや お まえ だ め だ 何 度 見 て も 僕 プ ブフ ォ アー ! (吹き 出す ) 
安倍 晴明 

プ フ ォ アー ! (吹き 出す ) 

紫式部 

可愛 い 可 愛 い 。 

よし よし 、 島 が 色々 教え て し ん ぜ よ う 。 

assess と 思う の だ が 、 い つも 僕 が 一 方 的 に 昔話 を し て 終わ っ て し まう の だ 。 
作家 の 聞き 取り 能力 娘 る べし だ 。 

エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー 

うん うん 、 そ ん な に し ょ げ る な 。 

僕 は お まえ の 言う サナ ト ・ ク マラ その も の で は な いけ れ ど 、 

まあ 、 お まえ の 言っ て いる こと の 幾ら か は 分 か ら な くも ーー 一 

わあ 目 の 色 が 変わ っ た ! 

お ち つ け ー | 

スカ サハ 

Ko. BOSE ! 

三蔵 法師 

仏道 の 師匠 か …… 

ライ ネス (RE) 

東 の 師匠 の 先達 ! 

そう な の だ 、 実 は カル デア 東 の 師匠 に は 先達 が いた の だ 。 

そこ で 、 そ ちら が 東 の 師匠 ( 技 ) と いう の は どう だ ろう 。 

僕 は 東 の 師匠 ( 力 ) 。 
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Comment from Illustrator 


FEAOME ELS TE CRAVE EF — FICS DA YEDE Li BIROR ROTI DIAN SB 
っ きり 方 向 性 が 変わ っ て 気がつい た ら 白 く て 時 代 性 を すっ と ば し た 衣装 に …。 ツ ノ は 出し 入れ 可能 で 本 人 曰く 「 カ ッ コ 


いい か ら 」 と いう 理由 で 生やし て いる そう な 。 姿 形 も 変幻 自在 な 自由 人 外 な の で その 辺 も も っ と 色々 描い て あげ た い キ 
ャ ヤラ で す 。 (ARE) 


200 


カレ ン ・C・ オ ル テ ン 


ルー ラー ERA アム ー ル (カレ ン ) N 
Eit EJ Fur. DHE, Fate/hollow ataraxia 
EH 地中海 、 欧 州 Bass アグ ピュ 4okal 


/ \ 
ÓN = MN ( 


Eade A Els El‏ א 


SS iS 1 Y la \ 
定 作 成 : 奈須 きのこ / キ ャ ラフ ター デザ イン : 森井 し づき NR / / ) 
| = ב‎ f / 


A (| E L EPR Fate/hollow ataraxia、Fate/Grand Order 


— 「 愛 の 矢 | を 代表 と する 、 心 に 作用 する 道具 の プロ フェ ッ シ ョ ナル 。 
ちょ っ と 弱気 な アナ タ の 背中 を 一 押し する 、 人 間 の 心 を より 快く 機能 させ る 、 そ ん な 素敵 な アイ テム を た くさ ん 作れ る 。 


- — ーー כ‎ 


ココ 。 ARMA 
; [BORE で も ある カレ ン ・ ef オル テン シア に と っ て 、 仕え る べき 主人 は マス ター だ け で は な い 。 
主 の 御 心 、 人 々 に た くさ ん の 愛 を 届け る 使命 の も と 、 彼 女 は マス ター の 事情 に 囚われ な い 。 フ リー ダム 。 


| 本 が ある 魔 を 肉体 に 取り 灘 か せ 
現象 と し て の 悪 REBRU, こと に よっ て は 受 肉 させ て し まう 。 
毒 、 呪 い 、 火 傷 と いつ た パッ ドス テー タス に か か りや すく 、 ま た 、 そ れ ら バッ ドス テー タス が か か っ て いる と カレ ン 自 
身 の 攻撃 力 が 増し て いく 。 被虐 」、 か ら の 、 お そる べき 加 虐 。 と は いえ 、 狙 っ て だ せる も の で は な い 。 


<= = = 


本 来 、 ENTS <ICBMR BIST RP ILE/ ORS, 多く の 人 々 の 予想 に 反し て 成長 し た 。 
自分 が 生き て いる 事 一 ーー それ 事態 が 奇 順 で あり 、「 主 の 愛 ] が 実在 する 証明 だ と 彼女 は 考え る 。 
恐怖 耐性 、 魅 了 耐 性 、 パス ター 耐性 を パッ シブ プス キル と し て 獲得 し て いる 。 


エロ ー ス (性 愛 ) 。 

も と も と は 「 マ グ ダ ラ の 聖 骸 布 ] を 愛用 し て いた カレ ン だ が 、 今 回 は 「 恋 人 た ちの 聖 骸 布 ] を 使用 し て いる 。 
自身 と も う ひ と り の 味方 に 無敵 効果 を 付加 する 。 

し か し 付加 され た 味方 は 以後 、3 タ ー ン に 渡り 、 カ レン に NP を 支払 う 事 に な る 。 


射 買い た 人 間 の 心 を アモ ー レ させ る 天使 の 矢 。 強 制 。 
自身 に ター ゲッ ト 集 中 相手 の 攻撃 力 ・ 防 御 力 低下 、 敵 か ら NP 吸 収 


スト ル ゲ ー E. 別名 
愛す る も の 、 守 る べき も の 、 唯 一 ひも の 、 の た め に 振る われ る 超 バ パフ 。 
な ん か すご い 。 あ と 敵 か ら NP を 吸収 する 。 と に か くす べ て の スキ ル で NP を 吸収 する 。 


サ ・ グ レイ テス ト ヒ ッ ツ "コー リン グ ・ ア ガ カペー・ 


遍 く 無償 の 無限 の 


ザ ・ グ レイ テス ト ヒ ッ ツ "コー リン グ ・ ア ガ ペ ー"。 

あま ね くむ お し ょ う の お げん の あい 。 

祈り の 殻 で 自ら を 包み 、 よ り 新 し く 、 そ し て 普遍 的 な " 愛 "の 代弁 者 と し て 降臨 する 昇天 宝 具 (アセ ンション ) 。 
愛 の 神 ア ムー ル で は な く 、 そ れ を 起源 と し た " 天 の 愛 "と な り 、 無 償 に し て 無限 の 愛 で 地上 を 照ら す 神 画 系 の 攻撃 。 
どう 見 て も 対 界 宝 具 で ある が 、 本 人 は あく まで 対人 宝 具 で す 、 と 言い 張っ て いる 。 

カレ ン の 言う [E] と は 、 人 類 す べ て を 無 条 件 で 、 無 償 で 愛す る 神 の 愛 。 

すなわち アガ ペー で ある 。 


か つて カレ ン は 「 タ イガ ー こ ろ し あお む ] で [持ち 主 の 愛 の 大 き さ が 武器 の 重 さ に な る ] と いう モー ニン グ ス タ ー を 使っ て 
いた 。 カ レン は 全 人 類 を 愛し て いる の で 、 イ コー ル 、 ハ ンマ ー の 重 さ は 地球 の 重 さ に な っ て いた と いう 。 END [FGO] 
版 。 

無限 な の は 愛 の ビー ム で 、 無償 な の は 「 そ れ を タダ で あげ て いる 」 と いう カレ ン の お お ら か な 気持 ち を 指し て いる 。 


人 物 


Ss 


私 中 方 プ マ スタ ー BER Re 


〇 性 格 
ドラ イ で 、 ク ー ル で 、 シ ニカ ル 。 

根 は 少女 だ が 、 甘 い 言 葉 は 決し て 口 に し な い 。 
| GE 
ある い は 、 悪 魔 の よう な 聖女 。 

TR. THER. BG. 188, MR 

その 上 で 、[ 無 垢 の 少女 ] の 芯 を 持つ 聖女 。 

自分 の 人 生 は 主 に 捧げ た も の で 、 天 上 の 主 に 、 そ し て 主 の 愛す る 人 々 の た め に 奉仕 する も の で ある 、 と いう 強い 信 訪 と 
信仰 を 持っ て いる 。 


そん な 少女 が アム ー ル 神 の 役職 を 受け 持っ た 時 、 全身 に 走っ た も の は 『 教 義 に いな い 神 ] へ の 反発 心 で は な く 、 落 雷 の よ 
うな 使命 感 だ っ た と いう 。 

宗旨 は 違え ど 「 愛 の 伝道 帥 ] と し て の 役職 は 素晴らし いも の だ 。 これ を 全霊 で 行っ て こそ 主 の 愛 に 応え る 事 に な る の で は 
な いか 一 一 一 他人 の 運命 を 一 方 的 に 矯正 する な ん て 興奮 する に 決ま っ て る ! と 燃え 立っ た カレ ン は 、 自 ら の 名 称 
を カレ ン ・C・ オ ル テ ン シア と 改め 、 カ ル デ ア の パレ ンタ イン を 善き も の に し よう と 立ち 上 が っ た の で あっ た 。 
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ホロ ウ の カレ ン …… と いう より 、 タ イガ ー こ ろ し あお の カレ ン 。 

監督 役 と し て 教会 の 職務 に つい て いる 時 の カレ ン は 無口 で 、「 自 分 の 意見 、 自 分 の 都合 ] を 語ら な い 少女 だ が 、 今 回 の よ 
うに 「 シ スタ ー と し て の 役職 」 の し ば り が な い 時 は 、 よ く 語 り 、 よ く 働き 、 よ く 謀る 、 事 件 の 黒幕 的 な ムー プ を と る 。 
(黒幕 と いっ て も 邪悪 な 心から 事件 を 起こ す の で は な く 、 人 々 に と っ て 善い 結果 に な る 事 を し て いる だ け ) 


Wi の だ が 、 そ れ は それ と し て 、 人 々 の 苦し む 姿 を 見 る の が 大 好き で あり 、 自 身 の 体 が 苦し む 事 も 大 好き と いう 、 加 虐 
性 と 被虐 性 が 両立 し た 、 ま こと に 面倒 くさ い 性 格 を し て いる 。 
その た め 、 人 々 の 善き 生活 を 計画 し つつ も 、 そ の 達成 の た め に ひたすら ハー ド な 責め 若 を 用 意 する …… と いう 。 


集金 を 良し と する が 、 そ れ は お 金 が 「 人 々 を 支配 する も の 」「 権 力 の 象徴 」 で ある か ら 。 

神 と は 即ち 、 人 々 を 愛し 、 支 配 す る よう 望ま れ た も の 。 

極限 の 祈り の 中 、 主 の 御 心 と た ま に 一 体 化 し て いる (AAR) カレ ン に と っ て 、 

お 金 を 積み 重ね る 事 は 歓び に な る の で ある 。 

(一 教会 の 教え に は 「 地 に 富 を 築い て は な ら な い 。] が ある が 、 カ レン は 「 お 金 王 冨 ] と は 考え て お ら ず 、 ま た 集め た 金銭 
に 固執 し て いな い 。 

積み 重なっ て いく 事 に 興奮 する だ け で 、 別に 「 お 金 で 好き な 物 を 買お う 」 「 お 金 で 贅沢 を し よう 」 と いう 考え は 一 切な く 、 
用 が 済め ば 燃やし て し まう 、 ま で ある ) 


悪魔 を 灰 う た め に 多種 多様 な 人 間 ・ 動 物 に 体 を 捧げ 、 つ ね に その 相手 の 幸福 を 想っ て きた が 、 人 間 ら し い 素 朴 の 愛 …… 
自分 の た め に 幸福 を 願っ た 相手 は た だ ひと り で あり 、 そ の 思い 出 と 願い を 、 今 も 心 の 奥 に 秘め て いる 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
人 理 を 守る た め に 選ば れ た 、 あ われ な 生け 錦 の 羊 一 も と い 、 勇 敢 な 一 般 人 。 
" 普 き 人 々 を 守護 る の で す " と いう 主 の 御 心 に 従い 、 
IAN] 様々 な 牙 是 に 倒さ れ な いよ う 守 護 し 、 
| 様々 な 誘惑 に 流さ れ な いよ う 監 督 し 、 
様々 な 選択 を 性 や まな いよ う 諸 護 す る ーー 一 と いう の が 信条 。 
よう は [面白 お か し く 、 悩 お むと ころ を 間近 で 楽し お ] と いう も の 。 
少女 と し て の 趣味 アイ テム は 帽子 。 
シス ター と し て 誇り た い の は パイ プ オ ル ガ ン の 演奏 。 
カレ ン 、 自 身 の 特技 を 鍛え る の が 趣味 な の で 


OBA] 


「 サ ー ヴ ァ ン ト ・ ル ー ラ ー。 神霊 アヘ ムー ル こ と 、 カ レン ・C・ オ ル テ ン シア 、 召 喚 に 応じ 参上 いた し まし た 。 

ふ ぶ ふ 。 こ こ が 噂 の カル デア な の で すね 。 賑やか で た い へ ん 結構 で す 。 

愛 の 伝道 、 私 に 務 ま る か どう か …… 楽 し み で すね ?] 

「 チ ャ リティ …… お お 、 チ ャ リティ …… 素 晴らし い 心がけ で す 。 も っ と 、 限界 まで チャ リ ま し ょ う ] 

「 召 喚 さ れる 前 の 私 、 で すか ……? そう で すね 。 悪魔 牙 い の 助手 で あっ た り 、 聖 杯 戦争 の 後 始末 を 任 さ れ た シス ター で 
あっ た り 、 悪魔 その も の で あっ た り …… ま あ 、 色 々 あっ た よう で す 。 こち ら に 来 た 際 、 細か な 事 は 忘れ て し まい まし た が ] 
「 労 働 の 時 間 で す よ 、 マ スタ ー。 一 日 の 得 を よろ し く お 願 いし ます ] 


OlFateGO| で の 人 物 像 

ロー マ 神 話 に お ける [BOM]. 

カレ ン ・ オ ル テ ン シア と いう 人 間 を 依り 代 に し た 疑似 サー ヴァント で 、 ア ムー ル 神 の 権能 と 、 カ レン 本 人 の 性 格 が ベス 
トマ ッ チ し た 結果 、 奇 貴 の 完全 融合 神 圭 ・ カ レン ちゃ ん と し て 新生 し た KAW s 

人 理 焼却 の 際 、 人 理 側 の サー ヴァ ント と し て 選ば れ た 生 費 の 少女 。 


時 間 軸 的 に は ホロ ウ の 後 、 ア ルズ ベリ 天動説 (月 姫 ) の 間 。 冬木 の 監督 役 を 終え て 、 欧 州 で また エク ソ シ ス ト と し て 活動 
し て いた あたり の カレ ン に 神霊 が イン し て いる 。 


ギリ シャ 神話 に お ける 愛 の 神 エ ロー ス 、 ロ ー マ 神 話 に お ける 愛 の 神 ア ムー ル が 霊 核 に か つて いる 。 

天使 の 姿 で ある 時 は アム ー ル を 名 乗る も の の 、 

デフ ォ ル ト 状 態 で ある 霊 基 第 二 で は アム ー ル と 名 乗る 事 は な く 、 

エロ ー ス を 完全 に 否定 (ダメ だ し ) し 、 

その 上 で 、 二 神 の 象徴 と も 言え る 愛 の 天使 キュ ー ピ ッ ド の 姿 に 失 し て いる 。 

それ と いう の も 、 カ レン 本 人 の 強い 信仰 心 が 「 愛 ] と は [DE] で ある 、 と 定義 し て いる た め 、 ア ムー ル は と も か く 
エロ ー ス (性 愛 ) を めっちゃ 毛嫌い し て いる か ら 。 


(ギリ シャ 哲学 に お いて 、 愛 と は 四 つ の 種類 が あり 、 そ れ ぞ れ 性 愛 、 隣 人 愛 、 他 人 へ の 無償 の 愛 、 家 族 愛 と され て いる 。 
カレ ン の 知る 無償 の 愛 …… 「 神 の 愛 (アガ ペー)」 に お いて 、 性 愛 は 含ま れず 、 低 俗 な 愛 と し て いる ) 


な の で 、 カ レン は アム ー ル と いう 愛 の 神 の 疑似 け ー ヴ ァ ン ト で は ある が 、 そ の 根底 に ある の は アム ー ル 、 エ ロー ス を 否 
定 する 、 よ り 大 き な 愛 の 伝道 者 な の で ある 。 
まさ に 二 律 背 反 、 被 虐 体質 で あり 加 虐 趣味 で あめ る カレ ン ら し い 、 け っ た いな サー ヴァ ント 特性 と 言え る 。 


o 


2021 年 パレ ンタ イン イベ ント で 登場 。 

カレ ン に と っ て チョ コレ ー ト は 『 愛 の 免罪 待 | の よう な も の な の で 、 い くら で も 高値 で 売っ て いい も の と する 。 
「 本 当 の 愛 と は 、 値 段 は つけ られ な いも の で し ょ う ?] 

と 本 人 は 語り 、 宝 具 で の み 、「 本 当 の 愛 ] を 見 せる 。 


愛 の 神 アム ー ル の 力 を 、 様 々 な 形 ( 矢 。 パ ズ ー カ 。 爆弾 。 稲妻 。 天変 地異 ) で 出力 する 。 
その 姿 、 さ な が ら 天 使 。 あるいは 悪魔 。 も し か し て GOD。 
その 強い 信仰 の 力 は 人 々 の 心 を 任意 の 方 向 に た や すく 導く 。 さながら 洗脳 誘惑 の よう に 。 


悪魔 の よう な 姿 に な る が 、 別に 心 の 底 か ら 悪魔 な の で は な い 。 カ メラ (視点 ) を 変え た こら た また まそ う 見 えた 
話 で す 。 
また 、 す べ て の スキ ル に NP 吸収 を 持つ が 、 こ れ も た また まで ある 。 


武器 は 巨大 な ゴッド バズ ー カ と 、 ハ ー ト 型 使い 魔 の アム ー ル さん と エロ ー ス くん 。 
エロ ー ス は ひたすら 虐待 され て いる 。 で も 本 人 嬉し そう な の で 問題 な し 。 
また 霊 基 第 三 で は チョ コレ ー ト の 角 が 生え る 。 悪魔 の 角 で は な い の で 、 そ こん と こよ ろ し く 。 


〇 因縁 キャ ラ 

マナ ナン ( バ ゼ ッ ト ) 

素晴らし い 神霊 サー ヴァ ント で す 。 さす が は ケル ト 神 話 に 名 高い マナ ナン 神 。 依り 代 の 方 は 頑丈 さ な ら 人 類 最高 クラ ス 
な の で 、 存 分 に 攻撃 を 受け て フラ ガラ ッ ク さ れる と よい で し ょ う )] 

クー・ フ ー リ ン 

ケル ト 最 強 に し て 最速 の 英雄 で すね 。 功績 、 外 見 、 能 力 、 ど れ を と っ て も 非の打ち所 が あり ませ ん 。 リ スペ クト し な い 
者 は いな いか と 。 な に より 、 名 前 が と て も 素晴らし い 」 

子 ギル 

年 若い ギル ガメ ッシュ さん と は 、 こ ちら で も 仲良 くさ せ て いた だ いて いま す 。 あ の 方 、 と て も お 金 回 り が いい の で ] 
イシ ュ タ ル 

金銭 を 重視 する 女神 と し て 、 ま た 、 依 り 代 か ら な る 疑似 け ー ヴ ァ ン ト 仲 間 と し て 、 と て も 注目 し て いま す 。 いつ か コラ 
ボ し まし ょ う 。 こ の 際 、 ス ペー ス 案 件 で も 構い ませ ん よ ?] 

ラス プー チン 

終 未 諭 な ど 考え た 事 も わり ませ ん で し た が 、 未 法 の 世 で ある 事 を 認め ざる を 得 ませ ん 。 ま さ に 世 も 未 、 あ の 清貧 を 心 が 
けた 荒野 の 聖職 者 が あん な 依り 代 を 選ぶ な ん て 。…… ' ま あ 、 ラ スプ ー チ ン 氏 も 女性 関係 で は 問題 の 多い 方 だ っ た 、 と 聞 
きま すし 。 バズ ー カ の 火 で 浄化 する の も 巳 お 無し 、 で し ょ うか | 

usu 

え 。 搾 え め に 言っ て 人 間 ジ ャ ガー ノー ト な あの 方 、 で すか ? 

さす が に カル デア に 来 ら れる 事 は …… と 思い まし た が 、 園 画 較 さん な ら 何 で も アリ で し ょ う 。 

あの 方 、 あ あ 見 えて し れ っ と 何人 か ラス ボス 倒し て いる 系 の 方 な の で 。 

ここ で も 「 ま た 私 、 な ん か や っ ちゃ いま し た ?] と 、 ひ どい 単騎 性 能 を 発揮 する 事 で し ょ う 。 

くわ ば ら 、 く わ ば ら ] 

アン リマ ユ 

ノー コメ ント 、 と の 事 。 


霊 衣 (デビ ルカ レン ) 
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Comment from Illustrator 


カレ ン ・C・ オ ル テ ン シア は 各 神 話 の 愛 の 神 た ち が 依り 代 に 現地 集合 し た と いう た い へ ん ゴリ ゴリ な 設定 に な っ て お り 、 
彼ら の 神 性 を ゴリ ゴリ に 受け 継い だ 結果 少し ば か り 個 性 ある 愛 の 伝道 者 が 誕生 し まし た 。 そん な 全 人 類 級 の 愛 と は 別 の 
愛 も いま だ 心 の 奥底 に 秘め た 聖職 者 。 デザ イン 案 を いろ いろ と 出し て それ ぞ れ の 愛 の 形 を 象徴 する よう な 姿 に 寄せ て い 
つた 記憶 が あり ます 。 第 1 は キュ ー ピ ッ ド を ちゃ ん と 連想 させ る 姿 を と の 指定 で 、 装 飾 や マフ ラー な ど を 足し た り 引 い 
た り を 重ね て 現在 の 衣装 に 落ち 着き まし た 。 ま た 過去 の 登場 作品 か ら 紙袋 や ベイ ビィ の オー ダー が あり 、 そ れ ら も 立ち 
絵 に 反映 し まし た 。 (森井 し づき ) 


| ベイ ビィ イカ レン | 
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EEA o BA ガラ テア SQ 
EN: EN 28% BEY suey +7028 * 
ה צו]‎ ERA 1eocm EFI ?2kg 


Ed EA Eder Ae: Edo ₪1 


設定 作成 : 水瀬 葉月 キャ ラフ ター デザ イン : 島田 フミ カネ 


CV: RHEE 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ スズ キル \ : 
狂 化 :EX 


彼女 を 理想 の 女性 と し て 象牙 か ら 握り 出し た キプロス 島 の 王 、 ピ グマ リオ ン の 持っ て いた ERA 
[彫像 を 人 間 に し て し まう ほど の 一 途 な 愛 = 狂 気 | が 、 そ の 妻 と な っ た ガラ テア に 伝播 し た も の 。 

意志 中 通 は 完全 に 可能 だ が 、 彼 女 は 無機物 を 愛し て いい 」 と 思っ て いる し 、 む し ろ [無機 物 へ の 愛 は 尊い 」 「 そ れこ そ 
が 下 実 の 愛 を 生む 」 [みん な も っ と 無機 物 を 愛す る べき 」 な ど と 大 真面目 に 考え て いる 。 

た だ し 普段 か ら それ を 声高 に 喧伝 し て いる わけ で は な い 。 

まず 自分 自身 が その 真実 の 愛 を 発揮 し 、 ピ グマ リオ ン 生 を 彫刻 し 再会 する こと が 完 決 で ある か ら 。 

フィ ギュ ア を 愛 で て いる 誰か が いれ ば 、 そ れ を 遠く か ら じ 一 っ と 見 つつ 、 う ん うん と 満足 し た よう に 額 く 程度 。 


= > ーーー 一 一 ーー 一 = 


計 唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 。 
大 魔術 、 儀 礼 呪 法 等 を 以 て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 
ガラ テア と いう 存在 の 根幹 で ある 、 女 神 ア フロ ディ ー テ に よる 加護 の 影響 。 


キプロス 島 の 王 、 ピ グマ リオ ン の 純粋 な 愛 を 受け て 彼女 が 生ま れ た こと を 示す スキ ル 。 

根本 の 存在 理由 で ある その 愛 は 、 彼 女 の 肢 の 中 に 温か く 根づい て お り 、 け っ し て 忘れ られ る こと は な い 。 
また この スキ ル は 、 ピ グマ リオ ン 和 王 と の 幸せ な 日 々 で 獲得 し た 技術 、 家事 や 王 か ら 習 っ た 彫刻 スキ ル な どの 行使 に も 関 
わる 。 


彼女 が 象牙 を 彫っ て 作ら れ た 彫像 か ら 生じ た 存在 で ある こと を 示す スキ ル 。 

サー ヴァ ント と し て の 彼女 は その 霊 体 に 無機 物 と し て の 性 質 も 併せ 持っ て いる 。 

人 類 史 に 刻ま れ た 逸話 の 神秘 成分 が 彫像 で あっ た こと 』 に 起因 する た め 。 

つま り 基 本 的 に 彼女 は 「『 人 で も ある が 彫像 で も ある 」 と いう 概念 的 に 重なっ た 状態 で ある 。 
仮に 身体 が 破損 し た 場合 で も や 、 く っ つけ れ ば すぐ 元 通り に 直る 。 

戦闘 時 な ど 、 気 を 張れ ば 並 の サー ヴァ ント 以上 に 硬く な る こと も で きる 。 

[Al と [彫像 ] の 比率 は 彼女 の 意思 で 制御 され る と いう こと 。 

100% の 人 、100% の 彫像 状態 に な か る こと も 可能 。 


彼女 の 中 に ある 女神 アフ ロディ ー テ の 人 性質 を 示す スキ ル 。 
伝説 で は 、 ピ グマ リオ ン の 上下 撃 な 願い を 知っ た アフ ロディ ー テ が 影 徹 に 命 を 与え た と され て いる が …… 


SS 
ER 
理想 を 刻 す る 王 の 


ピグ マリ オン ・ チ ー ゼ ルアウ ト 。 2 

PROVAR CIIU JENRO RRON, TORRE 

サー ヴァ ント の ガラ テア は その 聖 より 生ま れ た 存在 と し て 、 ま た 彼 の 妻 で あめ っ た 者 と し て 、 こ れ を 宝 具 と し て 所 持 し て 
いる 。 


彼 が 象牙 か ら 掘 り 出 し た の は そもそも が 生き て いる か の よう な 出来 映え の 乙女 で あっ た 。 

誰が 見 て も 生命 を 持っ て いる か の よう な 、 彫 っ た 張本人 で すら 恋 を し て し まう よう な 、 そ し て 神 が そ れ に 命 を 与え て も 
いい と 思っ て し まう よう な 、 人 知 を 超え た 出来 映え の 彫刻 を 作り 出す 神 技 の 聖 。 

この 宝 具 に は アフ ロディ ー テ の 祝福 が 込め られ て お り 、 彫り 出さ れ た も の は ピグ マリ オン の 伝説 が 再現 され た か の よう 
に 生命 を 持っ て 動き 始め る 。 


彫 ら れ た 小鳥 は 空 を 羽ばたき 、 蛇 は 舌 を 伸ばし て 違い ずり 、 蒼 薇 は 球 の 中 に 花開く 。 

それ ら は ガラ テア と 同じ く 「 有 彫像 で あり 生命 で も ある モノ 」 で ある (色彩 や 質感 に お いて ) 。 

た だ し 永遠 に 生き 続け る の で は な く 、 ガ ラテ ア の 魔力 が 切れ る と た だ の 精巧 な 彫刻 に 戻っ て し まう 。 
Ble, ENHETENE 6 「 人 間 ] は 生命 と し て 生み 出せ な い 。 


これ は ガラ テア 本 人 は [自分 に 対象 物 へ の 愛 が 足り な いか ら だ ろう 」 と 思っ て お り 、 BIC 「 ピ マリ オン 王 は や っ ぱり す 
TU] と 敬意 を 高め る こと に な っ て いる 。 


中 途 半端 な 自分 は 王 に 比べ れ ば まだ まだ 。 も っ と 勉強 し な けれ ば 。 
彼女 の 「 他 人 が 真実 の 愛 を 獲得 する こと を (自分 の よう に 無機 物 を 愛し て 人 間 に す る こと を ) 陰ながら 応援 する ] と いう 
行為 は 、 実際 に 近く で その 愛 を 見 て 学 こ と で さら に 自ら を 高め た い 、 と いう の も 理由 の 一 つ で ある 。 


ーーー そ の 愛 を 「 受 け 取 っ て 」 生 まれ た 自分 が 、 今度 は その 愛 を [PBS] 立場 に な れ た らい い 。 
ーーー そ うし た ら 、 い つか が は 、 自 分 の ほう が ピグ マリ オン 王 を 彫刻 し 、 再 会 する こと が で きる か も し れ な いか ら 。 
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〇 性 格 4 
完璧 な 外観 か ら 受け る 浮き 世 離 れ し た 感 は ちる も の の 、 基 本 的 に は 穏やか で た お や か 。 

クー ル 系 の 半 々 と し た 美人 、 あ る い は 美 少 女 。 

滅多 に 声 を 荒 ら げ る こと は な い 。 

た だ し 無機 物 か ら の 生ま れ で ある こと に 起因 し た 、 世 間 知 ら ず な エキ セン トリ ッ ク 感 は た ま に フ クー ル な まま 出 て し まう 。 


〇 動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
聖杯 に か ける 願い は 特に な い 。 
が 、「 真 実 の 愛 で (= 自分 の 愛 を 込め た 彫刻 で ) ピグ マリ オン 王 と 再会 し た い ] と は いつ も 思っ て いる 。 
それ は 聖杯 を 使っ て 叶え る よう な も の で は な い の で 、 も し そう 提案 され て も 拒絶 する だ ろう 。 


マス ター の こと は 、 自 分 を 召喚 する こと が で きた 無機 物 に 対す る 理解 ( 愛 ) を 持っ て いる = ピグ マリ オン 王 の フォ ロワ 
ー、 だ と 考え て いる 。 

「 マ スタ ー に は 素質 が あり ます 。 微力 な が ら こ の ガラ テア が お 手伝い いた し まし ょ う ] と 、 マ スタ ー が 真実 の 愛 を 見 つけ 
出す 手伝い を 全力 で し て くれ る 。 


〇 台詞 例 

[私 の 名 前 は ガラ テア と 申し ます 。 …… え え 、 わ か っ て お り ます 。 

私 を 召喚 で きた と いう こと は すなわち 、 あ な た 様 も ピグ マリ オン 王 と 同じ 愛 を 持っ て お いで の は ず 。 

BEN, 真実 の 愛 を 掴む そ の と きま で 、 一 心 に 繋 を 振る うと いた し まし ょ う 1 

ARO ELS 555% כ‎ TIA, REON, EU DNA, MENE 
非常 に 良い 話 だ と 思い ます 。 人 型 に な っ て 殿方 と 結婚 し た 話 な ど は ある の で し ょ うか ?] 

「 ア フロ ディ ー テ ユニ ッ ト ・ 起 動 一] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ギリ シャ 神話 の 一 つ 、 ピ グマ リオ ン 和 王 の 物語 に お ける 登場 人 物 。 


キプロス 島 の 王 に し て 彫刻 家 で あっ た ピグ マリ オン は 、 現実 の 女性 に 幻滅 し 独身 を 買い て いた が 、 あ る と き 白 い 象牙 に 
「 理 想 の 女性 | を 彫刻 する 。 

彼 は 自ら 生み 出し た その 彫像 に 恋い 焦 が れ る よう に な り 、 衣 服 や 宝石 を 贈っ た 。 

恋人 の よう に 話し か け 、 抱 擁し 、 接 姜 し た 。 

彼 は その 彫像 が 生き た 女性 と な る こと を 心から 願っ た の で ある 。 

それ を 見 て いた 、 あ る い は 祈り を 届け られ た 女神 アフ ロディ ー テ は 、 ピ グマ リオ ン の 願い を 受け 止め 、 そ の 彫像 に 生命 
を 与え た 。 

人 間 と な っ た その 彫像 は ビブ マリ オン の 妻 と な り 、 の ち に 子 も 儲け た と いう 。 


キプロス 島 は アフ ロディ ー テ が 生ま れ て 最初 に 辿り 着い た 場所 で ある と され 、 元々 アフ ロディ ー テ と 深く 結び つい た 信 
仰 の 地 で あっ た 。 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

彼女 は 紛れ も な い ピ グマ リオ ン 和 王 の 人 形 愛 に よっ て 生ま れ た 。 

神 が そ の 願い を 思わ ず 聞 き 届け て し まう ほど の 愛 は 、 あ る い は 狂気 と 区 別 が な い 。 

王 の 強 すぎ る 愛 (狂気 ) に より 生ま れ 、 人 生 を ピグ マリ オン と 共に 過ごし た ガラ テア も 、 そ の 愛 (狂気 ) を 抱く よう に な る 
の は 当然 の こと で あっ た 。 


故に サー ヴァ ント と し て の ガラ テア は パー サー カー と し て 召喚 され る 。 
彼女 は その ピグ マリ オン 王 の 一 途 な 愛 (狂気 ) か ら 自分 が 生ま れ た と いう 経緯 を 大 切 に 思っ て お り 、 サー ヴァ ント と な っ 
た 今 は 、 マ スタ ー の 戦い に 助力 し つつ も 、「 自 分 も その 真実 の 愛 を 発揮 し た い ] と 願っ て いる 。 
自分 に 真実 の 愛 が あれ ば 、 逆 に ピグ マリ オン 王 を 彫刻 し 、 彼 に 再会 で きる は ず で ある か ら だ 。 
無論 、 自 分 だ け で な く 他 人 に も その 真実 の 愛 は あめ っ て いい と 考え て いる 。 
人 知 の 及ば ぬ 人 形 じ みた 美貌 、 ク ー ル な 侍 ま い 、 丁 寧 な 口調 一 一 
一 見 すれ ば 超 然 と し た 女性 に 思え る が 、 そ の 言動 だ け に 無機 愛 の 代表 者 と し て の エキ セン トリ ッ ク さ が ある と いう ギャ 
ッ プ 。 
o 


ガラ テア と いう 彫像 に 生命 を 与え 、 人 間 に し た の は アフ ロディ ー テ で ある 。 
この と き 与 えた 生命] は どこ か ら 来 た の か ? 


seien 実は 根底 に ある の は 「 ア フロ ディ ー テ その も の 」 で あっ た 。 

も ちろ ん 、 神 の 本 体 で は な く 、 ほ ん の 一 部 分 を 独立 し て 切り 離し 、 構 成 材料 の 核 と し た に すぎ な い 。 

それ で も 神 は 神 。 

神 レ ベル の 目 を 持つ も の が よく 見 れ ば 、 ガ ラテ ア と いう 存在 の 根幹 が どう し よう も な く ア フロ ディ ー テ な の は わか っ て 
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戦闘 な ど で 行使 する 力も アフ ロディ ー テ の 神 性 に 起因 する が 、 ガ ラテ ア 自 身 に は 自分 が アフ ロディ ー テ の 系 譜 で ある 自 
覚 は な いた め 、 

「 ア フロ ディ ー テ 様 が 今 も 私 に 加護 を 与え て くだ さっ て いる の で す 」 と いう 認識 。 

ガラ テア は アフ ロディ ー テ の こと を 、 大 恩 あ る 神 、 今 も 加護 を 与え て くれ て いる 素晴らし い 愛 の 神 、 だ と 思っ て いる 。 


痢 放 な 愛 に 生き る アフ ロディ ー テ が な ぜ そ ん な こと を し た の が は 、 正 確 に は 定か で は な い が …… 
アフ ロディ ー テ は 死な ど を 司る 攻撃 性 パン デモ ス 」 の 部 分 と 、 純 粋 な 愛 を 司る 「 ウ ラー ニア 」 の 部 分 を 二 面 性 と し て 持 
っ て いる と され 、 後者 の 面 が ピグ マリ オン 王 の 「 愛 ] に 対し て 何 か が 思う と ころ が あっ た た めで あろ うと 推察 され る 。 


〇 通常 武器 
ノミ な ど 彫 応 道具 


〇 因縁 キャ ラ 
REE 

カル デア 内 で 最も セン ス が ある 男 だ と 思っ て いる 。 

理想 の 二 次 元 キャ ラ を 愛し 、 美 少女 フィ ギュ ア を 愛し て いる た め 。 

「 ウ ヒ ョ ー! ほ 、 本 当 に いずれ は ヨメ が 三次 元 に 出 て き て くれ る ん で ご ざる か ! ? 抽 者 の 進む 道 は 間違っ て な か っ た ッ ! J 
と ガラ テア の 存在 を 知っ た 最近 の 黒 能 は 余計 に 気持 ち 悪 く な っ て し まっ た と か な ん と か 。 

メデ ィ ア 

な か な が 腕 の 良い 人 形 師 と し て 一 目 置い て いる 。 

一 歩 引 いた と ころ か ら 「 愛 で る 」 の で は な く 、 も っ と 妄 執 を 込め て [BIB] よう に な れ ば 、 い ずれ は …… と 期待 し て い 
る 。 

フラ ン / 加 藤 段 蔵 / 踊 距 / メ カエ リ チ ャ ン メカ エリ チャ ン 2 号 機 …… 等 、 ロ ボ 系 

仲間 意識 を 覚え て 嬉し そう 。 

「 皆 様 は どの よう な 素敵 な 愛 を 受け て お 生ま れ に な っ た の で し ょ う 。 

機会 が の め れ ば ぜひ 集まっ て 、 そ れ ぞ れ の 愛 に つい て 語り 合い た いも の で す 。 そう …… 恋 パ バナ 、 と いう も の で すね 」 
アル テ ミ ス 

「 ん ? ん ん ? ん ん ん へ ~? ね え 待 っ て 、 ち ょ っ と 待っ て あな た 。 

あな た っ て ば ひょっと し て アフ ロディ ー テ じゃ な い ? な ん だ か そん な 匂い が する ん だ けど | J 

ガラ テア の ほう は 「 加 護 が ある だ け で す が ] と きょとん と 首 を 傾げ る だ け で ある 。 

北斎 ノ ゴ ッ ホ な ど 芸 術 家 サー ヴァ ント 

好き 。 陰ながら 応援 し て いる 。 

カエ サル 

見 て いる と な ぜ か 上 息子 を 見 る よう な 微笑 まし い 気 分 に な る 。 

カエ サル は ヴィ ー ナ ス (アフ ロディ ー テ ) の 子孫 を 自称 し て いた た め 。 

ネロ 

芸術 に 対し て も 理解 が ある 皇帝 。 

な ん だ か 元気 な 娘 を 見 て いる よう な 気分 に な っ て 微笑 まし い 。( ア フロ ディ ー テ が ネロ を 能 愛し て いる た め 。 ex. セ イ バ パ 
ー・ ヴ ィ ヌ ス ) 

た だ し ネロ に し て みれ ば アフ ロディ ー テ より も 芸術 神 ミ ュー ズ の ほう が 好き らし い 。 

干 子 村 正 


Vte 


y 
右手 先端 部 分 は 、 武 器 設定 の ハン マー 参照 


“ザイ ン で す 


デ 
アク ショ ン で 干渉 が 起き た りす る と き は 


ずら し て くだ さい 


裏表 同じ 


行 


ジッ 格闘 戦 に 移 
, 
) 
4 つ あ り ま す 
ほぼ 一 瞬 で す が 
いて 発射 


₪ 
₪ 
弾 は 適当 で す 参考 程度 で 


) 

| 

= w un 

= EN Qt is 

x = ao שפצ‎ 
pe Bs 28 

2 HR | 


omment from Illustrator 
服 も 回 も 肌 も 白い … と いう キャ ラ 設 定 だ っ た の で 、 イ ラス ト と し て は ぼん や り し な いよ うに アク セン ト を つけ る の が 難し 
か っ た よう に 思い ます 。 象牙 を 彫刻 し て 作ら れ た 像 と いう と ころ か ら 、 初期 状態 で は 下半身 は まだ 彫 ら れ て いな い 円 柱状 
の 塊 の 段階 と いう つも り で デザ イン し まし た 。 没 案 で は 頭 以 外力 士 み た いな スー ツ に 覆 わ れ て まし た 。 (島田 フミ カネ ) 


設定 作成 : 田中 天 / キ ャ ラフ ター デザ イン : シャ カ P 
CV: 水橋 か お り 


服 師 関係 に 特 化し た 効果 を 持ち 、 陣 地内 で 作成 され た 布 及 び 衣服 は 品質 が 向上 し 、 名 種 追加 効果 を 得る 。 
陣地 内 部 は 外部 か ら の 視界 を 遮る が 、 攻 撃 に 対す る 障壁 と し て の 効果 は 薄い 。 


= = E 


道具 作成 R) :A 
魔力 を 帯び た 高 品質 の 布 及 び 衣服 を 作成 で きる 。 


保有 スキ ル \ Ai 


レデ ィ の 衣装 な 愛情 : EX 
すべ て の 衣服 を こよ な く 愛 する 心 の 証 。 
心 な き 衣 服 と いえ ども 、 ひ と た び 彼 女 の 愛 に 触れ た が 最後 、 生 命 の 歓喜 に 燃え 上 が ら ず に は いら れ な い 。 


ל 


DEL ば おり 


SR 即 証 の アト リエ 結界 を 展開 し 、 一 心 不 乱 に 作業 する 。 
8 だ が 、 優 れ た 芸術 を 生み 出さ ん と する 情熱 は 、 彼 女 の 生 命 を も 焼き 焦がす の だ 。 


CHARACTER Profile 


た と え 千 年 が 過ぎ よう と 、 そ の 想い は 消え ず 、 歪 まず 、 あ の 日 の まま [TT] に ある 。 
今 こそ 、 己 が 身 を 献じ て 恩 に 報い る 時 。 


し 、 体 形 に 関す る 各種 数 値 を 算出 する 。 こ れ は 重要 な 個人 情報 で ある た め 、 
他 言 する こと は な い 。 ま た 、 布 地 の 寸 法 や 重量 も 目測 で 割り 出せ る 。 
あく まで も 平時 の 仕立 て に 用 いる スキ ル で ある た め 、『FateGO] で は 表現 され て いな い 。 
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て ん い お ほ う ・ つ る の えにし な み だ の わか れ 。 

精魂 込め て 織り 上 げ 仕 立て た 、 至 上 の 衣装 。 

あら ゆる 仕立 て 職人 や ファ ッ シ ョ ン デ ザイ ナー が 追い 求め る 理想 の 服 、 そ の 到達 点 を ほん の 一 時 だ け 現世 に 顕現 させ た 
宝 具 で ある 。 

その 完成 度 は 人 知 の 及ぶ と ころ で は な く 、 日 本 各地 の 天女 伝説 に お ける 「 天 女 の 羽 衣 ] の よう な 美 し さ と 着 心 地 を 誇る 、 
文字 通り の [天衣無縫 |。 


この 衣装 が 持つ 力 は 至っ て シン プル だ 。 

「 着 用 者 に 希望 を 与え る 」 

た だ 、 そ れ だ け の こと 。 

希望 、 希 望 、 ま た 希望 。 

心 に 希望 が め れ ば 、 人 は 前 へ 進ん で 行け る 。 

いか な る 困難 も 恐怖 も 乗り 越え られ る …… そ う 信 じ る に 足る 根拠 を 、 肌 を 通じ 、 衣 装 が 与え て くれ る の だ 。 


だ が 、 そ れ ほ どの 衣装 を 生み 出す こと は 、 作 り 手 に 多大 な 消耗 を 強い る 。 
栄光 に 包ま れ た 後 、 あ な た は 気づく こと に な る 。 
ああ 、 彼 女 は 去っ て し まっ た 。 至上 の 衣 を 形見 に 遣 し 、 あの 夕景 の 彼方 へ 飛び 去っ た の だ …… と 。 
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あな た あの 方 プ つ 〇 〇 さん / 〇 〇 ちゃ ん マス P さ ん / 〇 〇 さん 


善良 で 優し く 、 礼 儀 正 し い 。 
そし て 何より 義理 堅い 。 受け た 因 に は 必ず 報い 、 彼 女 に で きる 最善 を 尽く す 。 
穏やか な 社交 性 を 有 し て お り 、 た と え 初 対面 で あっ て も 、 す ぐに 局 心地 の 良い 空間 を 築く こと が で きる 。 


っ て し まい が ち 。 


た だ し 、 服 飾 と アイ ドル に まつ わる 事柄 に つい て は 、 (自制 し て いる の だ が ) 度 を 超え 
〇 マス ター へ の 態度 

PER. ALTER, 

控え めで は ある が 、 消 極 的 で は な い 。 マスター の た め を 考え 、 積 極 的 に 動く 傾向 に ある 。 家事 全般 を 得意 と し 、 骨 惜 し 
みせ ず 働 く 。 

た だ し 、 悪 や 非道 に 加担 する こと は 良し と せ ず 、 も し それ を 強い られ た な ら 、 悲し み の あ まり に 自ら 退去 し て し まう か 
も し れ な い 。 


「 皿 を くだ さっ た の は 、 あ な た 。 だ か ら 私 は 、 あ な た に すべ て を 捧げ ます ] 

「 オ ー ダ ー、 確 か に 承り まし た 。 あ な た を 輝 か せ る 一 着 、 必 ず や 仕立 て て ご 覧 に いれ まし ょ う ] 

「 さ ぁ 、 胸 を 張っ て 、 顔 を 上 げ て 。 ああ 、 エ クセ ラン ! よく お 似合い で す 。 …… ね ぇ 、 素敵 な あな た 。 大 丈夫 。 きっ と 
上 手 くい きま す よ ] 

[新た な ステ ー ジ 衣装 !? それ も 明日 まで に ? ええ 、 え え 、 で きま す や れ ます 仕立 て ます ! ふぅ <、 こ の 高 場 感 ! 
まさ に エラ ン ・ ヴ ィ タ ー ル ! 1 

(アイ ドル ライ ブ 鑑 賞 中 ) 「 げ ぐっ !? ああ あ …… こ ん な キラ キラ 、 涙 つ 、 私 、 私 …… も は や これ まで ! モナ ムー、 モ 
ナム ご 、 BUPA 


史上 の 実像 ・ 人 物 像 

人 物 像 …… と は いう も の の 、 彼女 の 出自 は 人 間 で は な い 。 

本 人 も 語る よう に 、 動 物 が 緑 あ っ て 人 の 似 姿 を と っ た MEDE] で ある 。 

いわ ゆる [恩返し に 来 た 富 ] で あり 、 中 国 に お いて は BER. BAT 「 鈴 の 恩返し ]「 間 女房 | と いっ た 民話 に 描か れ 
た 存在 だ 。 

罠 に か か っ た と ころ を 親切 な 人 間 に 救 われ 、 人 の 姿 を と っ て 恩返し を する と いう の が 、 暴 型 的 な 筋立て で ある 。 

恩 を 返す 対象 は 老夫婦 で あっ た り 、 若 い 男 で あっ た り と 、 地 方 に よっ て 伝承 は 異な る 。 若い 男 に 恩返し を する 際 は 妻 と 
な る た め 、 異 類 婚 燥 課 の 要素 も 加わ る 。 

鈴 は 自ら の 羽毛 を 用 いて 反物 を 織り 、 報 団 対 象 に 大 き な 富 を も た ら す が 、 そ の 真 の 姿 を 見 られ て し まっ た た め に や お な 
く 去 る こと に な る 。 

室町 期 の 絵巻 物語 『 准 の 草紙 ] に お いて は 、 鈴 は 若者 の 妻 と な る が 、 思 の 返し 方 が 異な っ て お り 、 機 紙 り の 要素 は 見 られ 
BW. これ は 、 若 者 に 権力 者 が 無理 難題 を か っ か けた た め 、 鶴 で ある 妻 が 若者 に 「 わ ざわ い | と いう 化物 を 与え 、 EHE 
を お お い に 懲 らし め る と いう 内 容 で ある 。 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

服 の 仕立 て と アイ ドル 推し 活 に 心血 注ぐ 、 変 な 鍋 の お 姉さん 。 
愚直 な 善良 。 ある い は 、 野 心 な き 情熱 。 

人 の 笑顔 と 輝き こそ が 、 彼女 の 喜び で ある 。 


彼女 は これ まで 、 三 つの 希望 に 巡り 合っ た 。 


NU. 友情 を 育み 、 幸 も 不幸 も 分 か ち 合っ た マス ター。 
も ら っ た 希望 の 名 は 、 衣 服 。 夢中 に な っ た 。 
し か し 彼女 は 、 去 っ て し まっ た 。 


カル デア 。 部 屋 と 安息 を 与え て くれ た 、 優 し い ロ マニ ・ ア ー キ マン 。 
も ら っ た 希望 の 名 は 、 ア イド ル 。 見 事 に ハマ ッ た 。 
し か し 彼 も また 、 去 っ て し まっ た 。 


微小 特異 点 ム ー ン ライ ト ・ エ ピタ フ 。 

聖杯 に 惑 い 、 ふ た つの 希望 を 歪め て 捧げ た 永遠 の 舞台 。 

し か し 、 カ ル デ ア の マス ター と えっ ちゃ ん が 、 そ の 過ち を 止め て くれ た 。 
そし て 最後 の 希望 教え て くれ た 。 


あり が と う 。 
さよ うな ら 、 い つか 、 い つか 、 ま た いつ か 。 


ates ハイ 、 ち ゃ っ か り 帰 っ て 参り まし た 。 

ミス ・ ク レー ン の 霊 衣 工房 、 年 中 無休 で 営業 中 で す ! 

霊 衣 販売 だ け で な く 、 フ ァ ッ ショ ン に 関す る 悩み 事 全般 に フッ トワ ー ク 軽く 対応 し こく れる と いう こと も あっ て 、 訪 問 
客 は 多い 模様 。 

支払 い に 関し て 、 あ まり に 気軽 に ツケ に 応じ て し まう (催促 も し な い ) た め 、 そ れ を 見 か ね た 親切 な サー ヴァ ント が 後ろ 
慎 に な っ て くれ た と か 。 


研 鏡 の 未 に 、 一 瞬 の 目視 で 採 す する (し て し まう ) と いう 技 (スキ ル : 鈴 視 採寸 ) を 体得 し て いる 。 た だ し 、 実際 に 服 を 仁 
立て る 際 に は 、 人 慎重 を 期す た め 、 必 ず メ ジャ ー を 用 いた 採寸 も 併用 する 。 その 気 に な れ ば 、 写 真一 枚 か ら お お よそ の 数 
値 を 割り 出し 、 型 紙 な し の 布地 一 発 切り 取り で 服 を 仕立 て る と いう 離れ 業 も 可能 。 も っ と も 、 そ の よう な 芸当 は 彼女 に 
と っ て 「 誠 実 さ を 欠 く 」 と し て 、 好 むと ころ で は な い の だ が 。 


な お 、 能力 値 を 見 れ ば 分 か る 通り 、 ミ ス ・ フ レー ン の 直接 戦闘 能力 は 低い 。 

キャ スタ ー と し て の 技 電 も 特筆 すべ きも の は な い 。 

切り 札 の 宝 具 も 、 単 に 素敵 な 服 を 作り 出す と いう だ け だ 。 

仮に 通常 の 聖杯 戦争 で 召喚 され た と し て も 、 勝 利 を 望 お の は 極め て 難し い だ ろ う 。 
だ が 、 も し も 。 

自分 を 支え て くれ る 誰か が 欲し い の な ら ば 。 

前 に 進む 希望 が 欲し い の な ら ば 。 

彼女 は 最良 の 伴 但 と し て 寄り 添っ て くれ る だ ろう 。 

た と え 彼 女 は 修 く 去 ろ うと も 、 あ な た を 奮い立た せる 錦 の 衣装 は そこ に ある 。 


08845 3 
謎 の アイ ドル X オ ル タ 

好き (即答 ) 。 

親愛 な る えっ ちゃ ん 。 私 の アイ ドル 。 私 の 親友 。 

そし て 、 そ し て …… あ あ も う 、 ち ょ っ と 、 言 葉 に し 尽く せま せん ね 。 
あっ 、 ん っ 、 き まし た 。 彼女 に 捧げ た い 新 衣装 の アイ ディ ア ! 

一 気 に 仕 立て ます よー っ | à 
ハ ベ トロ ッ ト 
私 の 陽 だ まり 。 

共に 和 糸 を 紡 ざ 、 共 に 機 を 織り 、 共 に 針 を 運ぶ 。 

それ を 幸せ と 呼ば ず し て 、 な ん と 呼び まし ょ う 。 

素敵 な 温もり を くれ た 、 愛 らし いあ な た 。 

いつ か 、 あ な た に 晴れ の 衣装 を 贈 れ ます よう に 。 

メイ ヴ 

大 切な お 得意 様 。 

リテイク 、 仕 様 変 更 、 追 加 注文 、 な ん で も アリ アリ の 、 そ れ は も う 賑 や か で 楽し い 方 で す 。 無理 難題 は 、 仕 立て 屋 と し 
て 信頼 され て いる 証 で す も の 。 それ に 、 す つっ つっ っ っ っ ご く ! 可愛 いん で す ! 似合う ん で す ! 格好 良い ん で す ! 
まる で アイ ドル の 女王 か よ 。 女王 で すね 。 

タマ モ キ ャ ッ ト 

不思議 な お 友達 。 

気まぐれ に や っ て 来 て 、 私 の 部 屋 …… 少 々 散ら か り が ちな そこ を 、 見 事 な 手際 で 片付け て こく だ さい ます 。 頭 が 上 が り ま せん 。 
先日 も 、 お 礼 の 人 参 を 差し 出し た と ころ 、「 お の れ 赤 兎馬 ! ] と ヘッ ド バ パン ギ ング し な が ら 去 っ て いか れ ま し た 。 

岡田 以蔵 

岡田 様 の ご 注文 は 、 お 言葉 が 短く さっ ぱり と し て いて 助かり ます 。 

服 が 仕上 が り ま す と 、 そ れ は も う 嬉 し そう に 、 可 愛らしく お 笑い に な る ん で す よ 。 

ツケ の 証文 で すか ? そう いえ ば 先日 、 坂本 様 が まとめ て 引き 取っ て いか れ ま し た 。 人 
メデ ィ ア 

魔術 に つい て 、 ご 助言 を くだ さる 方 。 

そし て 、 一 緒 に お 茶 を 飲み な が ら 、 新 し い 衣服 に つい て アイ ディ ア を 語り 合う お 友達 で す 。 
そう いえ ば 、 金 羊 の 毛皮 の 撫で 心地 は …… あ 、 思 い 出 す だ け で …… ヤ パッ …… ! 
ERONIY 

な 、 な る ほど ・…… 妄 想 紀 像 で 現 界 され る すべ て の ハサン 様 の 霊 衣 。 

ええ 、 え え 、 で きま す と も ! 仕立 て 屋 の 本 懐 で す 。 

さぁ 、 着 た い 方 か ら 、 か か っ て 来 お いっ | 

ロマ ニ ・ ア ー キ マン 

私 は 、 あ な た に 謝ら な けれ ば な り ま せん 。 

ふた り で 追い 求め た 真理 
「 ア イド ル っ て な ん で すか ?』 

この 哲学 的 問題 に 、 未 だ 答え を 出せ て いな い の で す 。 

だ っ て 、 つ よ つ よ キラ キラ な アイ ドル が 多 過 ぎっ っ っ ! 

の みん な 違っ て ! みん な 魅力 的 ! 

唯一 の 「 正 解 ] な ん て わか り ませ ん | 

あ 、 も ちろ ん 、 あ な た が 超 強火 マギ 娘 マリ ちゃ ん 担 な の は 承知 し て お り ま す よ 。 
この 続き は 、 い つか 必ず 、 必 ず | 
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背面 2 
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CHARACTER Profile 
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` 


初期 案 で は 今 よ り 若 い 見 た 目 で し た が 、 大 人 の 色気 が 欲し か っ た の で 清書 段階 で や や 頭 身 を 上 げ ま し た 。 第 2 再臨 は 大 
きい 魔女 帽子 が 必須 だ っ た の で 、 バ トル キャ ラ 作 成 時 に 杖 と 干 水 し な いよ う パ ラン ス を と る の が 大 変 で し た 。 第 3 再臨 
は 正統 派 和風 美女 で 、 自 身 は 飾ら ず 羽織 が 本 体 の イメ ー ジ で デザ イン し まし た 。( シ ャ カ P) 
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- 5 背面 1 
{} E off AL. 


宝 具 カッ トイ ン 
(第 一 段階 ) 


za 


CHARACTER Pro 


宝 具 カッ トイ ン 
(第 三 段 階 ) 


EB] 女性 ELJ Foo Waltz コ ラボ [輝け ! ルイ 
EN ל‎ サ ー ヴ ァ ン ト ・ ユ ニ ウ ヴァー ス - 108 9 - 5710 
N 


ve 


Edc EA 5 Bat, EI > Fe) 


Z !א‎ 


領域 外 の 生命 :D 
異な る 宇宙 、 RRO "ヴァ ント ユニ ヴァ ー ス か ら の 居 侯 で ある 。 


x ーー ーー am - = ーー - 


狂 化 :C 
本 来 パ ー サ ー カ ー で あっ た オル タ の 性 質 を その まま 3 継い で いる 。 も っ と も 本 人 は セイ パー で す 、 と 主張 し て いる が 。 


= —= < oe 


オル トリ アク ター : B 


笑 少 元素 オル タニ ウム を 媒介 に 、 諸々 の エネ ルギー を 魔力 へ と 変換 する 。 主 に 糖分 を 。 差し 入れ に は メッ セー ジ 
られ て いる と さら に 頑張 り ます | 


CHARACTER Profile 


Ce バ 


ו 


ルミ ノ ・ カ リバ ー。 

音楽 の 魔 と 契約 し た 者 だ けが 弾き こなせ る と いう 禁断 の ギタ ー プ レー ド " 魔 弘 る み の か り ば 一" (惑星 チャ ミズ の 宝 具 OFF 
で 激安 だ っ た )。 

信成 され る 超 エ モ 粒 子 ア イド リウ ム は 、 フ ィ ー ル ド を 光 の 徹 毛 れる ステ ー ジ へ と 変え る 。 


た / マ スタ ー さ ん マス P さ ん グ X さ ん 


パー サー カー の ヴィ ラン で あっ た 自分 と 比べ る と 、 ひ よう ひょう と し た 態度 や ロ 調 に は あま り 変 化 は 無い も の の 、 そ の 
心情 は 軽く ほぐれ 、 自 然 に 微笑 ん だ り 、 自 分 か ら 冗 談 を 言っ た り も する 。 人 を 喜ば せ 、 楽 し ませ た いと いう 気持 ち が 前 
面 に 表れ る 。 

その 反面 、 他 人 に 見 せま いと し て きた 弱 さ や いら だ ち も 思 わ ず 見 せ て し まう 。 

剣 を 振る うに は た だ 邪魔 で し か な か っ た 心 の 揺らぎ 、 そ うい っ た 感情 が 自分 に も あっ た の だ と 驚き 、 詩作 や 作曲 に 活か 
せれ ば 面白 いか も …… と 気付 き 始め て いる 。 

悪役 ヴ サ ィ ラン と し て 恐怖 と 暴力 に 頼ら ず 、 歌 や 音楽 に よっ て 人 を 動か せる の な ら ば 、 自 分 に 素直 に な っ て みる の も いい 
か も し れ な い …… と 。 


そし て 、 ア イド ル と な っ て も 、 最大 の ウィ ー ク ポイ ント は や は り 生 涯 の ライ バル で ある 「 謎 の ヒロ イン X」。 彼女 の 一 挙 
一 動 を ひそ か に 気 に し て いる 。 単 に 好 か れ た い の で は な く 、 憧 れ を 持ち 、 よ い 好 敵 手 で あり た いと 願っ て いる 。 

そう し た ヒロ イン X と の (過去 の ) 交流 が 一 つの きっ か け に も な り 、 こ れ ま で 他人 の 感情 な ど 気 に し た こと が 無かっ た X 
オル タ が 、 自 分 の 歌 や 曲 に つい て 褒め られ た り 、 送 り 手 と 聞き 手 と し て 互い に 影響 し あい 、 感 動 を 生み 出し た りす る 経 
験 は 、 こ の 上 な く 嬉 し い 。 

も し 、 そ ん な 穏やか な 喜び を 、 暴 力 で 踏み に じ ら れ る よう な こと が あれ ば 、 そ れ は 過去 の 無機 質 な 自分 を 見 る よう で い 
た た まれ ず 、 ど う 対 処し て よい か わか ら ず 大 い に 苦 悩 する 。 


〇 マス ター へ の 態度 
マス ター は 信頼 で きる プロ デュ ー サ ー。 アイ ドル と し て の 自分 を 気 に 掛 け 、 い つも 最高 の パフ ォ ー マ ンス を 引き 出し て 
くれ る 。 

た と ええ 完璧 で な く て も 、 ほ ん の 一 歩 ず つ で も 、 そ ん な 気持 ち に 応え て いき た い 。 


〇 台詞 例 

「 い えー い 、 そ う で す 。 こ の 私 が 、 謎 の アイ ドル X ・ オ ル タ 。 カ ル デ ア ・ プ ロ 所 属 の アイ ドル 「 え っ ちゃ ん と いう わけ 
で すね 。 ど うか よろ し く お 願 いし ます 、 マ スタ ー…… い え 、 マ ス P さ ん 」 

激闘 の ライ ブ 、 開 演 で す ] 「 さ 、 は ね て 踊れ 、 私 の 心 」「 ア ンコ ー ル 、 よ り も …… あ ん ころ 餅 | | 

「 え っ ちゃ ん ね る 一 ] 「 マ スタ ー さ ん さえ いれ ば 、 そ こ が ラ イブ 会 場 で す ] 

「 あ な た の 心 に 確か に 推し が 生き て いる よう に 、 私 に も 決し て 見 逃 せ な い 和 菓子 が ある 。 いえ 、 た だ の 食い 意地 と か で は 
な く ] 

「 月 虹 大 河 肥 ち ルミ ナス 。 HARMEN EEN. EROS ARO JA | | 

「 観 て いま し た か 。 聴い て いま し た か 。 心 に 届き まし た か 。 空 の 彼方 蒼い 輝 さ の 向こう 側 で 、 きっ と あな た も 輝い て い 
ます よね 。 Ek] 


〇 IFateGO| に お ける 人 物 像 

アイ ドル 至上 の 特異 点 へ と 迷い 込ん だ 、 い わ ば 『 劇 場 版 ] の えっ ちゃ ん 。 

ノー マル 状態 より も ちょ っ ぴり 感情 豊か で 活動 的 、 そ し て 作画 コス ト が 高い 。 

作詞 ・ 作 曲 、 歌 唱 に 演奏 、 パ トル パフ ォ ー マ ンス と よく ば りな シン ガー ソン グフ ォ ー リ ナー。 

さら に 元 を た どる な ら ば * 謎 の ヒロ イン X ・ オ ル タ " の 原典 は 、 サーヴァント 界 で そこ そこ の 人 気 を 博 し た リア リティ 番 
組 か ら 。 

謎 の ヒロ イン X と コン ピ を 組む [第 1 期 学園 編 ] と ヴィ ラン 連合 に 帰 従 し つつ ダー クラ ウン ズ の 復活 を 志す [第 2 期 ヴ 
+ 

『 劇 場 版 ] は その 中 間 の 特別 エピ ソー ド 。 ひょんな こと か ら ユ ニ ヴ ァ ー ス いち の アイ ドル ・ サ ー ヴ ァ ン ト と な る た め に 頑 


まあ …… ほ ら …… で すね 、 銀 河 系 を シン パル に し て 攻撃 する 月 面 歩行 ロボ と か 、 イ ン フ レ に も ほど が ある じゃ な いで す 


浮遊 ポッ ド 黒 騎士 くん は エン クロ ー ジ ャ ー 


因縁 キャ ラ 

ミス ・ ク レー ン 

私 の た め に 世界 に 一 つの 、 私 に し か 着 ら れ な い 衣装 を その 手 で 織り 成 し て くれ る 、 ま る で 奇 靖 の よう な 人 で す 。 
彼女 に は 恩人 と いう 言葉 が ふさ わし いで すね 。 し っ か り と 恩返し を し な くっ ちゃ 。 

メイ ヴ & タ マモ キャ ッ ト 

そう で す 。 ふ た り は 私 の 大 切な 仲間 、 そ し て 素晴らし き ラ イ バ ル 。 違 い 時 空 の 空 の 下 で も 、 元気 に や っ て いる で し ょ う 
か 。 私 は 今日 も 歌っ て いま す よ 。 

אסא 

お お お 、 何 者 で し ょ うか 。 蘭丸 星 と が 長 可 性 と か ぜん ぜん 知ら な い 惑 星 で すね 。 で も すご く お 茶 に 合い そう な 和菓子 を 
知っ て いそ うな 気 が し ます ! 

謎 の ヒロ イン XX 

お や つの 時 間 に お 誘い し た り と か (だ いた いす っ ぽか され ます が 、 ま あ そ れ は それ で ) 。 時 々 挙動 不審 な XX さん は 見 て 
いて 面白 いで す 。 カルデア に 来 て よかっ た な 一 と 思う 瞬間 で す 。 


MAY THE ALTERNIUM LEAD YOU. 
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AP Cert, 
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from Illustrator 


アイ ドル な えっ ちゃ ん で す が 、 シン ガー ソン グラ イタ ー 寄 せ で と 指定 を 頂き まし て 、 イメ ー ジ し て デザ イン し まし た 。 = 
本 衣装 は オル タイ メー ジ か らち ょ っ と 外し て 白色 に 、 も う 一 つの 歌姫 イメ ー ジ の 衣装 は 黒 を 基本 に デザ イン し まし た 。 普 
通 の アイ ドル 衣装 の 娘 は いる か ら な と 張り 切っ た の で す が 、 こ の 帽子 は や りす ぎ た か も し れ ま せん ( 笑 ) (BUNBUN) 


OTHERS 


CHARACTER Profile 


Comment from Illustrator 


王道 ファ ンタ ジー も の の 主人 公 と いう こと で 、 色 数 を 増やし て ます 。 先方 か ら の リフ クエスト で 目 を 出し て ほし いと あっ 
た の で 、 よ う や く 和 素顔 が 描け る と ば か り に イケ メン に 描き まし た 。 元 の パー サー カー や ライ ダー の 時 より も 、 若 さや 青 
さ を 残 し た 若武者 の イメ ー ジ で 、 髪 型 や パン ダナ で 主人 公 っ ぽ さ を 出し て み ま し た 。 (FEBA) 


少し イケ メン 風 に し よう と 思っ て いた の で す が 、 頼光 さん や 金 時 さん の 上 司 と 聞い て ビビ っ て し まい まし て 、 無 い 知恵 | 
を 絞っ て と りあ え ず 買 禄 が 出 そ うな 癖 の ある お 顔 に し て み ま し た 。 男性 は あま り 得意 で な い の で し ん どか っ た で す 。 
(渡れ い ) 
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摂津 式 大 具足 
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4-6 
HES, 


CHARACTER Profile 


MER 


omment from Illustrator 


コン セプト は 平安 武士 姿 の 巨大 ロボ 、 謎 の 源氏 エン ジン で 動き 、 源 氏 の 人 造 選 人 が 中 に 入っ て いる 、 左 右 の 腕 や アー マ 
ー は 状況 に 合わ せ て 換装 出来 る 仕組 み で 、 今 回 は 第 一 段階 の シン プル な 装備 と な っ て いる 。 今後 状況 に 合わ せ て 火力 重 
視 の 超 攻 撃 型 や 、 戦 場 に 合わ せ て 飛行 や 潜航 モー ド に 組み 換え る 事 も 可能 …… な ど な ど 、 色 々 妄想 し な が ら デ ザイ ン し 
まし た 。 し か し 源氏 テク ノロ ジー は 無理 が 通れ ば 道理 引っ 込む お 、 ハ チャ メチ ャ マイ ンド で 最高 で すね | (本庄 雷太 


omment from Illustrator 


元々 ベ デ ィ の リ デ ザ イン に 少し 執事 服 の 要素 が あっ た の で 、 ち ょ っ と 投 っ て ファ ンタ ジー アレ ンジ っ ぽい 案 も 出し た り 
し た の で す が ス タン ダー ド な 方 向 の 執事 服 に 落ち 着き まし た 。 あ と いろ いろ ポー ズ 差 分 を 描い て いた の で す が パ トル グ 


ラフ ィ ッ ク に 取り 入れ て いた だ け て 嬉し か っ た で すね … ! (天空 す ふ いあ ) 


怪盗 天草 四郎 
(スラ ッ プ ステ ィ ッ ク ・ ミ ュー ジア ム ) 


仕込 み 杖 


新た な 主 武装 と し て 
仕込 み 杖 を 用 意 し まし た が 

と の 格好 で 刀 も 捨て が た い の で 
バト ル 時 の 武器 の 使い 分 け は 
判断 お 任せ し ます 。 


ustrator 


デザ イン は 正調 の 怪盗 (2?) らし さ を ベ ー ス に 色々 華やか さ を 足し て いっ た の で す が 、 記号 と し て モノ クル と 仮面 どちら 
も 捨て が た く 、 結局 谷 張 っ て 両方 搭載 し て し まい まし た ( 笑 ) イベ ント が 始ま っ て みた ら 、 な ん だ か 年 相応 に は し ゃ い 
で る 感 が め っ て 、 よ か っ た な と 。 あ 、 セ イン トブ ラフ の 黒い 鳩 は 借り て きた 子 で す 。 ハ イ 。 CERCA) 


Fate/Grand Order mates 


怪盗 の トレ ー ド マー ク で ある 
モノ クル に 加え 、 
逃走 時 な ど に 便利 な 

マス ク も 常備 。 こ れ で 安心 。 
さす が に サン タ ア イラ ンド 仮面 と 
同じ マス ク は 派手 過ぎ て 

ご 遠慮 差し 上 げた 模様 。 


鎖 は 首 か ら 1 כ‎ 

マン ト を つなぐ の が 1 つ で す 。 
な ん で も 開け られ る 

マジ カル な 鍵 と いう 想定 
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CHARACTER Profile 


帽子 を 被っ て いる の で 
あま り 見 えま せん が 
髪 下 し て ます 。 


アル テラ 霊 衣 
(EDER) 


4 


ニ ト ク リス 霊 衣 
(Beyond the Mirror) 


メイ ヴ 霊 衣 
(愛し さき 私 の 敵対 者 ) 


ur 
タマ モ キ ャ ッ ト 霊 衣 
(笑顔 glory day) 


1 א‎ EN 


ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 霊 衣 


f 

Eo 
SN 
REN 
NN 
AS 
an 
25 
₪ 1 


SES ME, =F 


QA UNG Ni N =~ AS 


TYPE-MOON 


